
日
法
聖
人
文
書
の
研
究

（一　一　）

―
―

光
長
寺
文
書
と
古
辞
書

『倭
玉
篇
』
特
に

『拾
篇
目
集
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
―
―

原

井

慈

一
、
は
じ
め
に

光
長
寺
に
蔵
す
る
日
春
日
法
両
聖
人
文
書
の
中
に
は
漢
字
に
片
仮
名
の
訓
註
を
付
し
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
特
に
日
法
聖
人
に
よ

る
真
蹟
写
本

『和
漢
朗
詠
集
』
下
巻
に
は

「雑
」
以
下
全
文
に
亘
り
片
仮
名
の
訓
註
が
施
さ
れ
、
返
り
点
、
句
読
点
、
フ
コ
ト
点
、
正
字

付
記
が
見
ら
れ
る
他
、
文
学
書
、
歴
史
書
の
出
典
等
迄
頭
註
、
脚
註
に
表
記
さ
れ
て
い
る
。
又
同
聖
人
真
蹟

『無
益
外
道
行
集
』
に
は
朱

筆
に
よ
る
訓
註
、
訓
点
が
見
ら
れ
る
。

室
町
期
以
前
の
点
本
は
特
に
古
点
本
と
称
せ
ら
れ
古
訓
点
の
筆
写
本
は
筆
者
に
よ
り
加
点
さ
れ
た
も
の
が
多
い
と
言
わ
れ
る
が
、
光
長

寺
に
蔵
さ
れ
る
日
春
日
法
文
書
に
は
古
点
本
が
多
く
、
文
字
の
特
徴
を
調
べ
て
み
る
と
両
聖
人
、
特
に
日
法
聖
人
の
加
筆
加
点
と
見
ら
れ

る
部
分
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。

九
二

鳳



日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

こ
の
文
書
類
の
中
か
ら
今
二
種
類
の
文
書
に
注
目
を
し
て
見
た
い
。
其
の
一
は
昭
和
の

『宝
物
台
帳
』
第

一
種
宝
物
四
六
に
分
類
さ
れ

る
日
法
聖
人
真
蹟
断
簡
五
行

一
紙
で
あ
り
、
更
に
は
第

一
種
宝
物
二
三
に
分
類
さ
れ
る
日
法
聖
人
真
蹟

『御
法
門
御
聴
書
』
上
の
中
に
収

録
さ
れ
て
い
る
異
筆
部
分
の
六
行
二
紙
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
に
は
単
字
に
音
註
、
訓
註
等
が
付
さ
れ
漢
字
解
説
部
分
が
明
ら
か
で
そ

の
表
記
の
方
法
は
何
ら
か
の
漢
和
辞
書
を
参
照
し
て
筆
写
し
た
可
能
性
が
大
き
い
点
が
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
こ
れ
ら
の
文
書
は
如
何
な
る
古
辞
書
を
使
用
し
て
筆
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
我
国
の
古
辞
書
の
研
究
は
多
く
の
先
人
に

よ
り
進
展
し
て
い
る
が
原
本
の
存
在
す
る
も
の
は
意
外
に
少
く
、
鎌
倉
期
に
つ
い
て
は
未
解
明
の
分
野
も
甚
だ
多
い
。
膨
大
な
辞
書
群
の

流
れ
の
中
で
光
長
寺
文
書
は
如
何
な
る
系
統
の
辞
書
と
関
連
性
が
高
い
の
か
。
類
似
性
の
高
い
多
く
の
種
類
の
辞
書
の
中
で
主
と
し
て
室

町
期
の
写
本
し
か
現
存
し
な
い

『倭
玉
篇
』
類
に
共
通
点
の
多
い
事
を
見
出
し
順
次
光
長
寺
本
と
の
比
較
を
試
み
乍
ら
異
同
を
追
求
し
て

行
き
た
い
。

宗
祖
の
御
遺
文
の
記
事
が
正
確
で
あ
る
事
は
よ
く
知
ら
れ
御
手
許
に
は
経
典
類
は
勿
論
歴
史
書
、
文
学
書
等
が
存
在
し
た
事
が
知
ら
れ

る
が
漢
和
辞
書
に
類
す
る
も
の
を
周
辺
に
御
所
持
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

先
の
『和
漢
朗
詠
集
』
下
の
日
法
聖
人
の
註
記
部
分
を
見
る
時
、
古
典
の
正
確
な
解
釈
の
為
に
、
又

一
方
で
は
子
弟
の
教
育
の
為
に
並
々

な
ら
ぬ
努
力
を
せ
ら
れ
数
多
く
の
関
係
書
籍
を
参
照
せ
ら
れ
て
い
た
事
が
明
白
で
あ
る
。
歴
史
、
文
学
、
語
学
の
的
確
な
判
断
の
土
台
の

上
に
積
極
的
な
布
教
活
動
が
展
開
さ
れ
た
事
を
強
く
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

光
長
寺
文
書
の
鎌
倉
期
の
年
代
と
筆
者
が
次
第
に
は
っ
き
り
し
て
来
た
為
に
他
の
分
野
の
関
連
文
書
の
方
に
も
、
新
た
に
解
明
さ
れ
る

点
が
あ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

（こ
の
論
文
は
平
成
四
年
九
月
二
日
法
華
宗
教
学
研
究
所
総
会
に
於
て
発
表
し
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
）



二
、
光
長
寺
文
書
に
見
る
漢
字
解
説
部
分

光
長
寺
文
書
に
は
古
点
本
資
料
に
属
す
る
も
の
が
多
い
が
今
回
取
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
文
書
は
準
古
点
本
資
料
と
も
い
う
べ
き
訓
註

本
で
あ
る
。
即
ち
何
ら
か
の
古
辞
書
を
引
用
し
た
と
思
わ
れ
る
部
分
に
注
目
し
三
点
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
た
。
個
別
に
列
挙
す
る
と

次
の
如
く
で
あ
る
。

Ａ

、

わ

Ｄ

、

C
日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

日
法
聖
人
真
蹟
断
簡
五
行

（漢
字
九
文
字
表
記
）

（光
長
寺
宝
物
台
帳
第

一
種
宝
物
四
六
）

『御
法
門
御
聴
書
』
上

（第
十
六
紙
後
半
六
行
五
十

一
字
）

｛嘲蒔〕麻】』帳疇キ〔肇りにな〕

『御法門御聴書』上
（第十七紙前半六行三十七字）

〔嘲時〕麻勒』帳疇書一〔肇りにな〕

九
五



日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

）
　

日
法
聖
人
真
蹟
断
簡
五
行

一
紙
の
検
討

写
真

（Ａ
文
書
）

日
法
聖
人
真
蹟
断
簡

当
文
書
は
断
簡
で
光
長
寺
宝
物
台
帳
の
第

一
種
宝
物
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
軸
装
、
本
紙

（二
五

・
七

釧
×
一
一
・
二

ｍ
）

本
紙
に
虫
損
等
の
痛
み
が
あ
り
左
下
に
は
人
為
的
に
削
り
取
ら
れ
た
と
も
見
ら
れ
る
欠
損
部
が
あ
る
。
本
紙
紙
背
に
は
正
月
二
日
と
読

み
取
れ
る
文
字
が
あ
り
、
消
息
文
の

一
部
か
、
或
い
は
消
息
文
の
裏
を
利
用
し
て
書
か
れ
た
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。

昭
和
の
宝
物
台
帳
に
は

「
日
法
聖
人
断
簡
二
十
字
と
判
」
と
あ
り

「御
法
門
御
聞
書
の
一
部
」
と
註
記
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
根
拠
は
不

明
で
あ
る
。
元
禄
十
二
年

（
一
六
九
九
）
七
月
七
日
、
上
石
田
村
、
新
井
興
惣
右
衛
門
が
光
長
寺
に
奉
納
し
た
事
が
軸
装
裏
の
記
録
に
見

え
る
。
明
和
の

『光
長
寺
霊
宝
拍
』
に
は

一
、
　

日
法
上
人
御
筆
二
計
時
櫂
馴
喘
塁
奎
門
寄
里
幅
と
ぁ
る
。
新
井
家
は
今
日
光
長
寺
山
内
檀
家
で
あ
り
土
地
の
旧
家
で
あ
る
。

九

六



江
戸
中
期
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が

「御
法
門
御
聞
書
の

一
部
」
と
い
う
記
事
は
強
ち
否
定
は
で
き
な
い
。
同
書
の
断
簡
が
光
長

寺
以
外
の
各
所
に
存
在
し
て
い
る
事
は
拙
稿

『日
法
聖
人
文
書
の
研
究

（
こ
』
で
述
べ
た
所
で
あ
る
。
そ
し
て
当
文
書
に
類
似
す
る
部
分

が
後
に
述
べ
る
通
り

『御
法
門
御
聴
書
』
上
巻
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

当
断
間
の
内
容
は
冒
頭
に

「四
条
中
務
二
郎
□
□
□
ｒ
殿

□
日
法
花
押
」

が
あ
り
、
次
の
行
よ
り
三
行
に
九
文
字
の
漢
字
に
つ
い
て
各
々
に
辞
書
類
よ
り
引
用
し
た
と
思
わ
れ
る
詳
細
な
読
み
方
、
即
ち
音
註

ｏ

訓
註

・
反
切
又
は
同
義
漢
字
な
ど
の
表
記
が
あ
る
の
で
あ
る
。

先
ず
こ
の
筆
跡
を
他
の
日
法
文
書
と
比
較
し
て
み
る
と
次
の
如
く
特
徴
が
は
っ
き
り
と
解
る
。

文
字
の
特
徴
比
較

Ａ
文
書

暉
ｆ

『和
漢
朗
詠
集
』
　

一
軍
′

『本
述
相
違
抄
』

４
ム
和
漢
朗
詠
集
』

″γ
Ｌ
本
述
相
違
抄
』

慮
り
『和
漢
朗
詠
集
』

わ
薯

『無
益
外
道
行
集
』
　

レ
′雰
諄
“

『本
逃
相
違
抄
』

壷
勒
襲
示罐
〆
鈴
為
『繕
ξ

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

九
七



日
法
聖

凛機な飢讐
の
研
究

　

（二
）

螢
君

『和
漢
朗
詠
集
』
　
―
今
ム
御
法
門
御
聞
書
』

農風
可
無
益
外
道
行
集
』

麗
暉
『和
漢
朗
詠
集
』

一鶴

『和
漢
朗
詠
集
』

小
Ｅ
真
言
宗
所
立
義
要
文
』

こ
の
文
書
に
は
四
条
中
務
二
郎
左
衛
門
尉
、
即
ち
四
条
金
吾
の
名
前
と
日
法
聖
人
の
筆
蹟
、
署
名
花
押
が
あ
り
注
目
さ
れ
る
文
書
で
あ

る
。
署
名
の
後
に
漢
字
が
解
説
し
て
あ
る
が
如
何
な
る
役
目
を
果
し
た
も
の
か
。
署
名
花
押
は
切
り
継
ぎ
や
後
世
の
加
筆
で
な
く
正
に
同

一
墨
色
で
当
初
よ
り
同

一
紙
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
後
世
に
光
長
寺
に
奉
納
さ
れ
た
事
を
考
慮
す
れ
ば
日
法
聖
人
よ
り
金
吾
に
出
さ

れ
た
書
簡

（消
息
文
）
の
一
部
な
の
か
、
日
法
聖
人
の
書
簡
の
下
書
き
に
漢
字
の
メ
モ
書
き
を
な
さ
れ
た
も
の
か
そ
の
経
緯
は
不
明
で
あ

２つ
。

（三
）
　

日
春
聖
人
真
蹟
断
簡
六
行
二
紙
の
検
討

当
文
書
は

『御
法
門
御
聴
書
』
上
巻
の
中
の
二
紙
で
あ
る
。
其
の

一
は
第
十
六
紙
後
半
部
分
六
行
、
五
十

一
文
字
で
あ
る
。
含
一七
・八

Ｃｍ
×
一
八
二
一
９

（Ｂ
文
書
）
こ
の
筆
蹟
は
前
半
部
の
日
法
聖
人
真
蹟
文
字
と
は
全
く
異
る
も
の
で
あ
る
。
漢
字
五
十

一
文
字
に
訓
註
が

施
さ
れ

『御
法
門
御
聴
書
』
上
巻
の
中
に
含
ま
れ
て
は
い
る
が
連
続
性
が
無
く
当
初
か
ら
同
書
の
中
に
存
在
し
た
も
の
か
否
か
は
後
に
述

べ
る
。
五
十

一
文
字
に
は
何
ら
か
の
配
列
の
意
味
が
あ
る
の
か
否
か
は
不
明
だ
が
難
読
の
も
の
が
多
く
、
単
字
が
三
十
九
字
、
二
文
字
の

熟
語
が
四
語
八
字
、
四
文
字
の
熟
語
が

一
語
四
字
で
あ
る
。
口
偏
の
文
字
は
三
字
、
芳
が
需
の
も
の
が
四
字
、
シ
の
つ
く
文
字
が
四
字
、



写
真

（
Ｂ
文
書
）

日
春
聖
人
真
蹟

言
偏
が
三
字
、
女
偏
が
三
字
等
々
で
あ
る
。

其
の
二
は
第
十
七
紙
前
半
部
六
行
、
三
十
七
文
字
で
あ
る
。
含
一七
・
八

釧
×
一
八
・
八

釧
）
（Ｃ
文
書
）
当
文
書
も

『御
法
門
御
聴
書
』

上
巻
に
存
在
す
る
が
日
法
聖
人
筆
蹟
と
は
全
く
異
り
其
の

一

（Ｂ
文
書
）
と
は
同
筆
で
あ
る
。
当
文
書
は
Ｂ
文
書
と
連
続
性
の
あ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
が
Ｂ
、
Ｃ
の
両
文
書
は
同

一
紙
で
は
な
い
。
両
文
書
と
も
同

一
人
筆
の
紙
背
文
書
が
あ
り
Ｂ
、
Ｃ
共
に
同

一
時
に
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
事
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

『御
聴
書
』
の
中
の
Ｂ
、
Ｃ
文
書
の
前
後
部
分
、
第
十
六
紙
の
前
半
と
第
十
七
紙
の
後
半
は
日
法
聖
人
真
蹟
で

『法
華
文
句
記
』
の
十

に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
そ
し
て
両
者
は

『大
正
蔵
経
』
に
よ
れ
ば
完
全
に
連
続
し
て
い
る
部
分
で
も
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
の
二
紙
自
体
は

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九

写
真

（
Ｃ
文
書
）

日
春
聖
人
真
蹟



日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

当
初
よ
り
存
在
し
た
事
に
な
る
。

Ｃ
文
書
の
内
容
を
見
る
と
二
十
七
文
字
の
単
字
の
漢
字
に
音
註
又
は
訓
が
施
さ
れ
、
特
に

「上
」
「下
」
「入
」
に
関
し
て
は
四
通
り
の

読
み
方
が
各
々
の
文
字
の
下
に
表
記
さ
れ
る
他

「債
」
「林
」
の
字
に
も
三
通
り
の
読
み
方
が
表
記
さ
れ
て
い
る
。
更
に
米
偏
の
文
字
が
十

六
字
四
行
に
列
記
さ
れ
、
人
偏
の
文
字
が
六
字
、
門
構
え
の
文
字
が
三
字
連
続
し
て
い
る
。
な
お
最
終
行

（七
行
日
）
は
何
文
字
か
が
墨

に
よ
り
上
か
ら
下

へ
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
。

Ｂ
、
Ｃ
文
書
の
片
仮
名
で
記
さ
れ
る
文
字
は
日
春
聖
人
文
書

『宝
物
集
』
、
『色
心
二
法
事
』
に
酷
似
し
て
お
り
、
漢
字
に
関
し
て
も
特

徴
の
あ
る
文
字
、
「晟
」
「籾
」
「精
」
等
の
文
字
は
次
に
示
す
如
く

『色
心
二
法
事
』
に
記
さ
れ
た
同
文
字
類
と
非
常
に
近
い
も
の
で
あ

り
、
Ｂ
、
Ｃ
文
書
は
日
春
聖
人
の
真
蹟
と
断
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

文
字
の
特
徴
比
較

日
春
聖
人
真
蹟

『色
心
二
法
事
』

Ｂ
文
書

率

ヤ

Ｃ
文
書

饉
薔
倒

『色
心
二
法
事
』
第
八
紙

一
四
行
日
倒

和

二屎
Ｆ

，
４

『色
心
二
法
事
』
第
九
紙
十
二
行
日

Ｃ
文
書

峰

７

・Ｌ
・

ふ
町
天

（芳
比
較
）
『色
心
二
法
事
』
第
六
紙
五
行
日



『御
法
門
御
聴
書
』
は
当
初
は
冊
子
本
で
あ
っ
た
事
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
推
定
で
は
あ
る
が
日
法
聖
人
が
第
十
六
紙
と
第
十
七
紙

を
書
写
さ
れ
た
時
第
十
六
紙
の
ウ

（裏
）
と
第
十
七
紙
の
オ

（表
）
が
同
時
に
め
く
ら
れ
書
き
残
さ
れ
て
二
頁
が
自
紙
に
な
っ
た
可
能
性

が
あ
る
。
こ
の
部
分
を
後
に
日
春
聖
人
が
難
字
の
訓
読
例
を
書
写
し
て
補

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
、
　

我
国
古
辞
書
の
時
代
区
分
と
先
学
に
よ
る

『倭
玉
篇
』
の
類
別

２

）
『倭
玉
篇
』
の
成
立
と
古
辞
書
と
し
て
の
特
徴

日
本
の
辞
書
の
歴
史
は
古
代
中
国
辞
書
の
学
習
と
共
に
始
ま
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
奈
良
時
代
が
中
国
辞
書
の
模
倣
の
時
代
で
草
創
期
と

称
さ
れ
る
。
辞
書
、
辞
書
史
の
研
究
は
字
体
、
音
韻
、
訓
義
、
文
法
な
ど
の
直
接
的
史
料
と
共
に
語
彙
、
語
源
、
造
語
等
の
幅
広
い
研
究

が
あ
る
。
今
古
辞
書
の
時
代
に
よ
る
特
徴
と
種
類
を
概
観
し
光
長
寺
文
書
と
の
接
点
を
探

っ
て
見
る
事
と
し
た
い
。

『国
語
学
研
究
事
典
』
に
は
次
の
如
き
古
辞
書
の
時
代
区
分
が
示
さ
れ
て
い
る
。

第

一
期
　
奈
良
～
平
安
期

（辞
書
の
草
創
期
、
中
国
古
辞
書
の
模
写
）

『蒙
隷
万
象
名
義
』

現
存
最
古
漢
字
辞
典

最
古
の
漢
和
辞
書
完
本

『新
撰
字
鏡
』

第
二
期
　
平
安
中
期
～
院
政

（対
訳
辞
書
の
発
達
、
日
本
辞
書
の
形
成
期
）

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

一
〇

一



日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

『類
衆
名
義
抄
』

『倭
名
類
衆
抄
』

『法
華
経
釈
文
』

第
二
期
　
鎌
倉
～
室
町

『倭
玉
篇
』

単
字
が
主
の
漢
和
辞
書

書
く
た
め
の
辞
書

作
詩
用
の
辞
書

『下
学
集
』

『節
用
集
』

『衆
分
韻
略
』

（第
四
期
　
江
戸
、
　
　
第
五
期
　
近
代
～
現
代
）

第

一
期
の

『新
撰
字
鏡
』
は
我
国
最
古
の
大
規
模
な
漢
和
辞
書
と
言
わ
れ
標
出
さ
れ
た
漢
字
は
約
二
万
九
百
三
十
余
字
、
多
く
が
偏
、

芳
に
よ
り
分
類
さ
れ
各
字
に
音
註
と
訓
註
が
あ
る
。
音
註
は
反
切
と
類
音
、
訓
註
は
漢
文
に
よ
っ
て
い
る
が
真
仮
名
で
示
す
和
音
、
和
訓

が
補
入
さ
れ
て
い
る
。
部
首
は
天

ｏ
人
事

ｏ
自
然
動
植
物
の
三
大
区
分
と
な
り
後
の

『世
尊
寺
本
字
鏡
』
や

『字
鏡
集
』
な
ど
の
先
駆
と

な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

第
二
期
の

『類
衆
名
義
抄
』
翁
三
宝
類
字
集
し

は
著
者
は
僧
侶
と
言
わ
れ
内
容
的
に
は
興
福
寺
の
僧
仲
算
の
著

『法
華
経
釈
文
』
、
真

興
の

『大
般
若
経
音
訓
』
な
ど
を
基
礎
と
し
て
仏
典
の
音
義
や
辞
書
を
総
合
し
て
原
撰
本
が
成
立
し
て
い
る
。
広
益
本

『名
義
抄
』
は
原

撰
本
を
土
台
に
梵
語
、
仏
教
語
を
削
除
し
異
体
漢
字
を
追
加
し
訓
点
語
そ
の
他
の
和
訓
を
増
補
し
て
い
る
。

『色
葉
字
類
抄
』
は
漢
字
に
加
え
た
和
訓
ま
た
は
字
音
を
語
頭
の
音
に
よ
リ
イ
ロ
ハ
順
に
配
列
し
た
国
語
辞
書
で
イ
ロ
ハ
引
き
と
し
て

『字
鏡
』
…
…
…
…
…
二
大
対
訳
辞
書

『色
葉
字
類
抄
』
…
…
二
大
百
科
的
辞
書

『大
般
若
経
音
訓
』
…
仏
典
研
究

・
国
文

・
和
歌
の
専
門
辞
書

（我
国
辞
書
の
展
開
期
）

一
〇
二



は
最
も
古
く
平
安
朝
末
期
に
於
る

一
般
的
な
国
語
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
が
文
語
的
で
高
官
、
僧
侶
等
知
識
階
級
の
為
の
傾
向
が
強
い
も
の
。

第
二
期
の

『節
用
集
』
は
中
世
後
期
の
語
彙
の
漢
字
表
記
と
読
み
方
を
示
し
た
も
の
で
、
成
立
当
初
か
ら
こ
の
名
称
で
あ
っ
た
か
否
か

は
不
明
だ
が

『色
葉
字
類
抄
』
な
ど
の
影
響
が
あ
る
と
言
わ
れ
伊
勢
本
系
、
印
度
本
系
、
乾
本
系
の
三
類
に
大
別
さ
れ
る
。

語
を
示
す
漢
字
を
表
記
し
漢
字
の
右
側
に
最
も
普
通
に
使
わ
れ
る
訓

・
音
を
多
く
は
片
仮
名
で
示
し
、
こ
の
片
仮
名
の
最
初
の
字
で
イ

ロ
ハ
順
に
分
類
さ
れ
る
。
『下
学
集
』
も

『節
用
集
』
『衆
分
韻
略
』
『倭
玉
篇
』
と
並
ん
で
代
表
的
国
語
辞
書
で
あ
る
。
日
常
的
な
用
語
や

書
籍
を
読
む
時
に
必
要
な
語
彙
を
集
め
る

一
方
、
部
門
と
い
う
意
味
分
類
を
行

っ
て
い
る
。

『衆
分
韻
略
』
は
虎
関
師
錬

（弘
安
元
～
正
平
元
年
）
の
著
五
巻
で
約
八
千
の
漢
字
を
平

・
上

・
去

・
入
の

一
一
三
韻
に
分
け
漢
字
註

を
付
し
た
韻
書
で
作
詞
の
為
に
意
味
分
類
を
加
え
て
い
る
の
が
特
徴
。
本
書
は
図
書
と
し
て
最
初
に
出
版
さ
れ
中
世
期
重
版
、
改
版
が
な

さ
れ
広
く
普
及
し
た
。

第
二
期
、
鎌
倉
期
か
ら
室
町
期
の
成
立
の
辞
書
に

『倭
玉
篇
』
が
あ
る
。

『本
朝
書
籍
目
録
』
は
伝
存
す
る
国
書
の
総
目
録
の
最
も
古
い
も
の
で
、
記
録
さ
れ
る
典
籍
に
つ
い
て
考
証
解
説
を
施
し
た
も
の
で
あ

る
。
奥
書
き
と
内
容
に
よ
り
後
宇
多
天
皇
の
代
の
末
若
し
く
は
伏
見
天
皇
の
代
の
始
め
数
年
の
間
に
撰
録
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
『仮
名
玉

篇
』
三
巻
と
あ
り
仁
平
元
年

（
一
一
五

一
）
七
月
四
日
の
仁
和
寺
宰
相
阿
閣
梨
法
文
目
録
に

「玉
篇
三
帖
上
中
下
」
と
い
う
記
録
が
あ
り

こ
の
書
が
同

一
の
も
の
か
も
知
れ
な
い
と
さ
れ
る
。
し
か
し

『仮
名
玉
篇
』
は
今
日
に
伝
存
せ
ず
内
容
も
解
明
さ
れ
ず
著
者
も
不
明
で
あ

る
。
今
日
古
写
本
の
識
語
等
か
ら

『倭
玉
篇
』
は
室
町
期
前
期
の
成
立
と
い
う
の
が
定
説
の
よ
う
で
あ
る
。

『玉
篇
』
は
中
国
の
梁
代
顧
野
王
撰
述
の
二
十
巻
が
原
本
と
言
わ
れ

『大
広
益
会
玉
篇
』
三
十
巻
が
宋
大
中
祥
符
六
年

（
一
〇

一
三
）

陳
彰
年
に
よ
り
増
補
さ
れ
た
。
こ
の

『大
広
益
会
玉
篇
』
は
早
く
か
ら
日
本
に
伝
わ
り
石
山
寺
蔵
本
、
藤
原
公
任
の
作
と
言
わ
れ
る

『大

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

般
若
経
字
抄
』
に

『広
益
玉
篇
』
の
文
字
が
見
え
中
田
祝
夫
氏
は
こ
れ
を

『大
広
益
会
玉
篇
』
で
あ
る
ら
し
い
と
し
て
い
る
。

川
瀬

一
馬
氏
ら
古
辞
書
の
研
究
者
は
南
北
朝
末
期
の
五
山
版
を
考
慮
し
、
こ
の
本
が
室
町
時
代
に
五
山
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
し
て

そ
れ
以
降
の
時
代
説
を
採
る
の
で
あ
る
。
『新
撰
字
鏡
』
『類
衆
名
義
抄
』
『世
尊
寺
本
字
鏡
』
『大
広
益
会
玉
篇
』
と
い
う
流
れ
と
関
係
を

説
く
学
者
も
あ
る
が
改
編
、
増
補
の
多
き
本
書
の
実
態
は
ま
だ
ま
だ
未
解
明
の
点
が
多
い
。

我
国
の

『玉
篇
』
が

『倭
玉
篇
』
（和
玉
篇
）
と
称
さ
れ
室
町
期
の
古
写
本
が
存
在
す
る
他
、
慶
長
以
前
の
写
本
の
み
で
も
三
十
種
を
超

え
版
本
も
十
種
に
及
ぶ
。
本
書
は
部
首
分
類
体
の
漢
和
辞
書
で
単
字
が
主
で
熟
語
は
稀
で
あ
る
。
写
本

・
版
本
が
多
く
統

一
的
に
概
要
を

表
記
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
字
音
表
記
は
片
仮
名
が
主
で
反
切

・
類
音
表
記
も
あ
る
。
漢
音

・
呉
音

・
唐
音
の
表
記
あ
る
も
の
も
あ
り

『篇
目
次
第
』
の
如
く
声
点
の
施
さ
れ
る
例
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
古
辞
書
の
写
本
或
い
は
版
本
に
よ
り
表
記
の
特
徴
を
現
実
に
比
較
し
て

み
る
と
諸
本
に
よ
り
か
な
り
の
差
異
が
あ
る
事
が
解
る
。

光
長
寺
文
書
の
漢
字
解
説
部
の
特
徴
を
種
々
の
点
で
他
書
と
比
較
を
試
み
た
結
果
、
多
く
の
古
辞
書
群
、
奈
良
時
代
以
来
の
諸
本
の
中

で

『倭
玉
篇
』
と
い
う
古
辞
書
の
系
統
に
類
似
し
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
事
が
判
明
し
た
。
そ
の
具
体
的
比
較
を
諸
本
の
特
徴
に
着
目

し
て
以
下
に
試
み
る
事
と
す
る
。

先
ず

『倭
玉
篇
』
と
い
う
古
辞
書
は
如
何
な
る
系
統
が
あ
り
、
如
何
な
る
諸
本
が
あ
る
の
か
先
人
の
説
を
辿
り
乍
ら
問
題
点
を
絞

っ
て

行
こ
う
と
思
う
。



（二
）
　

『倭
玉
篇
』
の
類
別
例
示

『倭
玉
篇
』
の
類
別
に
関
し
て
代
表
的
な
説
は

『古
辞
書
の
研
究
』
を
著
し
た
川
瀬

一
馬
氏
の
類
別
と

『倭
玉
篇
研
究
並
び
に
索
引
』

を
著
し
た
中
田
祝
夫
氏
の
類
別
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
現
存
す
る
古
写
本
、
古
版
本
を
成
立
並
び
に
伝
流
の
関
係
か
ら
八
類
に
分
類
さ
れ
た
。

一
方
後
者
は
漢
字
の
分
類
、
部
首
の
配
列
の
方
法
に
よ
る
五
分
類
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

前
者
の
八
分
類
に
は
諸
本
が
江
戸
期
ま
で
類
別
さ
れ
て
い
る
が
今
は
代
表
的
な
も
の
、
比
較
対
照
し
た
諸
本
を
選
び
引
用
し
て
み
る
。

『倭
玉
篇
』
の
類
別
Ａ

第

一
類
本
…

第
二
類
本
…

第
三
類
本
…

第
四
類
本
…

『玉
篇
要
略
集
』
大
永
四
年

（
一
五
二
四
）
写
本
三
巻
…
…
…
…
安
田
文
庫
蔵

京
大
蔵
残
欠
本

（室
町
末
期
）

‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。京
大
蔵

『和
玉
篇
』
弘
治
二
年

（
一
五
五
六
）
写
本
三
巻
…
…
…
…
…
…
安
田
文
庫
蔵

『篇
目
次
第
』
三
巻
　
室
町
中
期
写
本
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
内
閣
文
庫
蔵

『拾
篇
目
集
』
三
巻
　
室
町
中
期
写
本
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
国
会
図
書
館
蔵

『音
訓
篇
立
』
上
下
　
室
町
末
期
写
本
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東
大
国
語
研
究
室
蔵

慶
長
二
年
写
本

（上
巻
Ｙ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。国
立
国
会
図
書
館
蔵

『元
亀
字
叢
』
翁
倭
玉
篇
』
上
巻
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
岩
瀬
文
庫
蔵

長
享
三
年

（
一
四
八
九
）
写
本
三
巻

（原
本
焼
失
Ｙ
…
…
…
…
。東
大
国
語
研
究
室
大
正
期
影
写
本



日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

第
五
類
本
…
　
『倭
玉
篇
』
夢
梅
本
　
一二
巻
六
冊
　
慶
長
十
年

（
一
六
〇
五
）
…
東
洋
文
庫
蔵

第
六
類
本
…
　
慶
長
中
刊

（古
活
字
版
）
三
巻
三
冊
五
段
組

第
七
類
本
…
　
『類
字
韻
』
永
禄
六
年

（
一
五
六
三
）
写

同
慶
長
写

三
類
…

「ネ

・
玉

・
土

・
田

・
Б

・
人

・
女

・
頁
…

ご

（弘
治
二
年
書
写
本
）

四
類
…
　

「金

ｏ
人

・
言

・
心

・
山

ｏ
車

・
長
…
…
」

（慶
長
年
中
刊
行
の
古
活
字
版
倭
玉
篇
）

五
類
…
　

「
一
・
上

・
示

・
二

・
三

・
王

・
玉
…
…
」

第
八
類
本
…
　
慶
長
十
五
年

（
一
六

一
〇
）
刊
本

『倭
玉
篇
』
の
類
別
Ｂ

一
類
…
　
部
首
が

「日

・
月

・
肉

ｏ
言

ｏ
木

・
土

・
金

・
水

・
白
…
…
」
…
…
の
順
序

（長
享
三
年
本
、
拾
篇
目
集
）

二
類
…
　
部
首
が

「雨

・
風

・
日

ｏ
月
」
以
上
天
象

「土

・
山

・
邑

・
水

・
石

・
門

・
ル
・
穴

・
」
以
上
地
儀
…
…
の
順
序

（大
永
四
年
玉
篇
要
略
集
、
字
鏡
抄
系
）

安
田
文
庫
蔵

東
大
国
語
研
究
室
蔵

静
嘉
堂
文
庫
蔵

内
閣
文
庫
蔵

の
順
序

の
順
序

の
順
序

一
〇
六



（慶
長
十
五
年
版

・
慶
長
十
八
年
版
な
ど
整
版
本
、
中
国
の

『大
広
益
会
玉
篇
』
の
部
首
順
序
に
よ
る
）

川
瀬

一
馬
、
中
田
祝
夫
の
分
類
方
法
は
成
立
の
由
縁
か
ら
す
る
も
の
、
部
首
の
配
列
か
ら
す
る
も
の
と
方
法
が
異
る
が
多
数
の
異
本
分

類
に
は
種
々
の
見
方
が
更
に
必
要
と
な
っ
て
来
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
異
本
が
室
町
以
降
に
存
在
す
る
と
い
う
事
は
そ
れ
だ

け

一
般
に
漢
和
辞
書
が
浸
透
し
て
行

っ
た
事
を
示
し
て
お
り
改
編
、
増
補
が
そ
の
必
要
性
に
応
じ
て
続
け
ら
れ
た
証
拠
で
あ
る
。
漢
字
は

部
首
に
よ
り
分
類
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
部
首
の
数
は

一
定
せ
ず
、
ど
れ
を
部
首
と
す
る
か
、
偏
と
芳
の
入
り
交

っ
た
表
記
も
あ
り
部
首
の

数
は
三
百
に
及
ぶ
も
の
が
多
い
。

四
、
光
長
寺
文
書
と

『倭
玉
篇
』
と
の
関
連
性

二
五
八
）
の
ご
出
生
と

二
三
〇
）
の
ご
出
生
と

な
る
か
ら
鎌
倉
時
代
中
期
か
ら
南
北
朝
期
初
期
の
ご
存
命
で
あ
る
。

光
長
寺
文
書
は
日
春
日
法
聖
人
御
所
持
本
と
し
て
伝
来
が
極
め
て
は
っ
き
り
と
し
た
文
書
が
多
く
筆
蹟
が
明
確
と
な
れ
ば
そ
の
中
に
存

す
る
古
辞
書
引
用
部
分
が
如
何
な
る
辞
書
と
の
関
連
性
が
強
い
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
事
は
重
要
で
あ
る
。

偏
を
主
体
と
し
て
単
字
解
説
の
漢
和
辞
典

『倭
玉
篇
』
は
光
長
寺
文
書
と
共
通
性
を
有
し
て
お
り
表
記
方
法
が
他
の
辞
書
群
よ
り
も
類

似
し
て
い
る
事
は
確
か
で

『倭
玉
篇
』
類
を
系
統
別
に
対
比
し
て
み
た
い
。

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

一
〇
七

な
る 日°
法

ま 聖
た 人
日 は
春 暦
聖 応
人 四
は 年
延 ⌒
慶 一
四 三
年 四

三 正
一 月
一 五V 
日
= に
月 遷
十 化
六 せ
日 ら
遷 れ
化  た
で  が
ノヽ  ノヽ
十 十

羹 饒
を を
と  と
れ れ
ヤゴ  ヤゴ
寛 正
喜 嘉

年 年



日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八

『倭
玉
篇
』
類
の
古
写
本
や
版
本
は
頗
る
多
く
、
今
は
川
瀬
氏
の
分
類
に
よ
る
八
類
本
を
主
に
比
較
し
て
み
た
い
。
但
し

『倭
玉
篇
』

の
成
立
は
南
北
朝
末
期
か
ら
室
町
時
代
極
初
期
と
さ
れ
、
写
本
も
室
町
期
が
最
古
で
そ
れ
以
降
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
点
鎌
倉
期

の
光
長
寺
文
書
と
の
比
較
上
、
『倭
玉
篇
』
の
原
流
と
も
言
わ
れ
る

『類
衆
名
義
抄
』
や

『字
鏡
抄
』
ま
で
含
め
て
考
慮
し
比
較
を
試
み

た
。

『倭
玉
篇
』
の
古
写
本
類
は
刊
本
に
な
っ
た
も
の
も
あ
る
が
貴
重
な
古
典
籍
と
し
て
各
所
蔵
者
が
所
有
し
こ
れ
ら
原
本
資
料
閲
覧
に
は

種
々
の
手
続
が
必
要
な
も
の
も
あ
り
写
真
撮
影
や
複
写
も
制
限
が
あ
る
為
、
許
可
を
得
て
ノ
ー
ト
に
書
き
写
し
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら

は
原
本
に
忠
実
に
筆
写
し
た
が
、
異
体
字
や
微
妙
な
線
の
濃
淡
も
あ
り
ま
た
原
本
自
体
の
転
写
時
の
誤
字
も
あ
り
そ
の
ま
ま
を
稿
と
さ
せ

て
頂
い
た
。

国
立
国
会
図
書
館
古
典
籍
資
料
室
、
東
大
文
学
部
国
語
研
究
室
、
国
立
公
文
書
館
に
於
て
は
特
に
許
可
を
得
て
古
写
本
筆
記
の
為
に
所

蔵
本
を
閲
覧
さ
せ
て
頂
い
た
。

（
一
）
日
法
聖
人
断
簡
と

『倭
玉
篇
』
類
別
の
表
記
比
較

０
　
日
法
聖
人
Ａ
文
書

姿シ反
劣
″　
　
　
作サク反サ造ツ則
イ也ク落

自シ
反

シ

ル
ス

７

コ
ル

ク
タ

ル

（［レ）
トトノ、ロフゥ坂フ

ハ
カ
ラ

フ

」”反　フ光ヒミル



キ
ヤ
ク
反
　
サ
ゥ
反
　
　
　
　
　
　
カ
イ
反

　

（■
■

）

コ

ヽ
六
ミ
ル

喋
　
”
男

姓
ダ
　
誠
　
掘
請
シ
メ

ツ
ラ
子

ル
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ク
ル
告

０
　

『三
費
類
衆
名
義
抄
』
（類
衆
名
義
抄
）
　

（註
Ｊ

穀“反　森〕ヤカ

次女　″嘴”勒″″てナ

以誠

ユ
政
　
不
我
―

卜
云

二
せ
　

モ
チ
井

ル

コ
レ
ヲ
モ
テ
　
モ
ツ
　
モ
テ
ス

一莉幼ム．益輸″　識頭　正嶺イ

□ 図

姿シ

了Fソサ

ナナスヲヲカ
ルリクツクハ

ヲタフイタオノ
サラヒタツルリ
ムムナル
リ

タツツ
メカク

ワ井モ
レルチ
井

訪
妨

謀ハ ト
禾カフ
ハルラ
ウ求フ

□ □

『字
鏡
抄
』
天
文
本

　
（註
り

シ
ナ
カ
タ

チ

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

入
降
古
）
青

入
嶺
同
付
響
ヽ

イ
タ

ル
　

　

　

シ
タ

カ

フ

一詳繭「喘　̈
″イマヽ　一リノレノッ”がラ

カ

タ

チ

　

　

　

コ

レ
ヒ

ア

彫̈　柳〔秘ウヽ同たツナリ　″″“

ス

ク

ナ

シ

ア

ヒ

タ

訪9
ハ トヽ
カフロ方
ルラ同

衆主
反

マ ア

衆

ア慈
¨ヽ庚
マ又

ソラ
ナカ

自
字

カモ
クチ
/井

4ヽケミ

イ カ

丁コヲ

丁ぅツ
カ

ム

ラ

　

ツ

モ

ル

ト

シ

カ

ラ

　

疾

句

メ

　

禾

シ

エ

一
〇
九



日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

カ
イ
　
ｋ
謀

彗酬
　
″
クマ
シ
ム

０

　

『玉
篇
要
略
集
』
大
永
四
年

（
一
五
二
四
）
写
本

　

（第

一
類
）
　

（註
り

ω

『倭
玉
篇
』
弘
治
二
年

（
一
五
五
六
）
写
本

　

（第
二
類
）
　

（註
り

内

姿岩事
　
な
外

次⇒　”つ″

ル剛　ハ好

肝肝　”クル

嶺

印
イ

一詢
　
′ヽ卜蝠
ラ
ウ

『篇
目
次
第
』
室
町
中
期
写
本

力安　一榊̈　　　　　　　絆肝　”クスコク各̈

イ
反

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

レ
イ
反

Ｎ以　場刹「ミル　一コヽチ】ル・縮い　］一ゥ反
″
〃
た
ル　
　
　
　
　
ぃぃ
　
　
彙
″

占
日

　
ミ
ツ
カ
ラ

（
出
熙

　
綱
″
シ、
キ
）

（第
二
類
）
　

（註
翌

疾
利
切

占日　一”がカラ　鋼呻

ハ
ナ

丘
戟
切

蔭侭　″猪擁反　颯一”

○

図

隙

牡
キマ　
　
　
　
誡

蒻
仔
シム

□

先け　サクツクル　″ユ″”占日シ　一ウル”

衆

衆
シア

誠
ツイカ居
クマイ拝
シ反切

告命警
也也也

訪

ハ ト字
カフ望
ルラ切

訪ハ
ウ

ハト
カフ
ルラ

一誂
　
″
″
″
ムハ

ウ
反

以 イ

レモチ



『拾
篇
目
集
』
室
町
中
期
写
本

　

（第
三
類
本
）
　

（註
り

l■l夕) ０

　

『和
玉
篇
』
長
享
三
年

（
一
四
八
九
）
写
本

（第
四
類
本
）
　

（註
り

次”反　幼″チ　”知″フ

ミ
子
フ
カ

シ

厖昧　一́
）薇クユ

サ
ク
　
ツ
ク

ル

ト件
　
か
〓
ル

ナ

ラ

フ

衆

ア
イ

ル

ル粛反　なわ

狩ヽ
云　　爺助　”々
′レシ云ムサトル

衆

アシ

ム反

『音
訓
篇
立
』
室
町
末
期
写
本

次孔ム　カ″夕　″物チマヒサ拗ヲ

ミ
メ
　
　
シ
ヶ
カ
タ
チ

字
云
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

方
云

自

相
務
ツ
　
　
　
訪

アノ、勇
ム

モ
チ
井

ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
フ
ラ
フ

誡

働
マィ叛
ム

（第
三
類
本
）
　

（註
馨

サ
云
　
　
サ
ク
云
　
タ
ラ
ム
　
ノ
リ
　
　
ツ
カ
フ

たけ
　ナュ″
　
　
材
″　
　
な
″
″　
ノ、タッ
ム　
″
”
嫁

タ
メ

ニ
　
フ

コ
ル
　
オ
ク
　
　
オ
ツ
　
　
イ
タ
ル

嶺孝 姿シ

タ

自シ

訪つ
ハ ト
カフ
ルラ

以 イ

『倭
玉
篇
』
夢
梅
本
　
慶
長
十
年

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

ナ

ス

作サ
反

ヲツサ
コク反

訪ハ

ハ ト
カフ
ルラ

サ
ウ
　
ツ
ラ
ナ

ル

應昧
　
蝠
″
海
ヵ
ヘ

ツ

イ

テ

（
一
六
〇
五
）

書酬
　
イ
マ
シ
ム

（第
五
類
本
）
　

（註
咎

陳

r業 ヒヵ

同マク
別暇云
＼＼

オカサ
ヒハク
タルル
リ

モ

ッ
テ

ス

モ
チ

イ

ル

ヲ

モ
ン
ミ

レ

ハ

ス

ル

固困 □ 図 図



以イ 姿シ

4嶺イ t作 )

努褒ヒ 自シ

ク勁

慶
長
中
刊
本

（古
活
字
版
倭
玉
篇
）

（第
六
類
本
）
　

（註
υ

訪9 姿シ 隙年 姿シ

(ヲ)

『類
字
韻
』
慶
長
写
本

　

（第
七
類
本
）
『初
辞
通
韻
』
と
合
わ
せ

一
冊

翁
松
井
本
Ｌ

　

（註
翌

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

態
也

用
也
モ
ノ
ア
モ
チ
フ

日

同
サ

マ

カ
タ

チ

ア

ヒ
タ

―
態

　

私

野
―

フ

ル

マ
イ

カ

タ

チ
、

ス
ル

ニ
才

、

タ

チ

ス
ガ

タ
、

サ

マ
カ
ヲ
、

ミ

メ

ト
ブ

ラ

フ
、　
コ
カ

ル

ト

ワ
ク
、　
ハ
ナ

ル

イ
プ

カ

ル

誠夕  作タ
ツ
ク
ル

起
也
造
也

ナ
ス
　
フ

コ
ス

坂
也
或

ミ
子
作
除

ジ
i   
支
1孝ζサ

象ち
鼻
也
　
象
形
ヌ

由
也
　
率

ヒ
キ
フ
也

會

飲

也

居

ア
フ
ツ
モ
ル
　
ム
ツ

也

積

也

六

也

オ

ノ
ツ
カ

ラ

ハ
ナ

造

＼
　

ヲ

コ
ル
、

タ

ラ

ン
司

ヲ

ツ
ク

ル
、

フ

サ

ム

タ

ツ
、

ヲ

コ
ル
、　
ハ
グ

レ
矢

ヲ

用

＼

コ
レ
、

フ

モ

ン
ミ

レ

ハ
、

コ
レ
ヲ

モ
ノ
、

モ

ン

ア

モ
チ

イ

ル

以イ ツ作サ

隙筆 自ジ

隙年 訪9

1;冒 :  )!タ
也

誡タ
イツ告
マグ也

自シ

訪9
ハト
カフ
ルラ

嶺イ
ミ
子

サ
カ

従

＼
率

＼
ヨ
リ

ヲ

ノ
ヅ

カ

ラ
、

ヨ
シ
、

モ
チ

イ

ミ
ヅ

カ
ラ

　

モ
チ

イ

ル

ヒ

マ
、

シ
ヅ

カ

ア

ヒ
ダ

サ

ク
、

ツ
ラ

ヌ

図國□□



０
　
慶
長
十
五
年

（
一
六

一
〇
）
刊
本

（第
八
類
本
）
　

（註
翌

lal

光
長
寺
文
書
Ａ
、
日
法
聖
人
真
蹟
断
簡
の
漢
字
九
文
字
に
は

一
字
毎
に
単
字
の
音
訓
表
記
が
見
ら
れ
反
切
表
示
、
同
義
漢
字
の
表
記
も

あ
る
。

例
え
ば
「自
」
の
漢
字
の
右
に
音
註
、
反
切
表
記
、
訓
註
に
は
七
通
り
の
読
み
方
が
示
さ
れ
漢
字
の
下
に
横
並
び
と
な
っ
て
い
る
。
「作
」

に
は

「
サ
ク
」
の
反
と

「則
落
」
の
表
記
が
あ
る
。
「造
」
の
同
義
漢
字
も
下
に
示
さ
れ
、
「誠
」
の
同
義
漢
字
と
し
て

「警
」
、
コ
ど

の

表
記
も
見
ら
れ
る
。

又

「喋
」
と
示
さ
れ
る
漢
字
は

「隙
」
の
古
字
で

「陳
」
が
正
字
で
あ
る
。
「
キ
ャ
ク
反
」
「サ
ウ
反
」
と
漢
音
、
呉
音
表
記
が
あ
る
。

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

一
一
一一一

嶺イ 姿

詞じ 自シ

姿 シ

4苓言イ  タ′Fサ陳サ 作タ
ハヲツ
ラコク
ウルル

以 イ

ス
ガ

タ

シ
ナ

フ

ル

マ
ヒ
　

タ

チ

サ

マ

ヲ

モ

ン
ミ

ル

コ
レ
ヲ

モ
ツ

テ

コ
ン
　

モ
ツ
テ

モ
チ

イ

ル
　

モ
ノ

ミ
子

ミ
子

サ
カ

ヲ

ノ
ヅ

カ
ラ

ミ
ヅ

カ

ラ

ョ
リ

　

モ
チ
イ

ル

ア

ツ

マ
ル

ア

ツ
ム
　
タ

ム

イ

マ
シ
ム

ト
プ

ラ
ウ

イ
ブ

カ

ル

ユ
カ

ル

　

ハ
ナ

ル

颯なダ　″〃効

タツナ
ツクス

ハヲヲサ
グコサッ

災ルムク
ヲ

衆室  自ジ

陣筆 訪ぢ訪9
ハハ ト
カカフ
リルラ
ウ

ト

玉

扁

略

子
禄
五
年

五

写

冊

大
東
急
記
念
文
庫
蔵

註
30

』パ　一チノレッけル

団□



日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四

片
仮
名
に
は
異
体
字
も
見
ら
れ

「７
」
（ホ
）
「子
」
（ネ
）
「六
」
（
口
）
Ｆ
ご

「
ア
」
（
マ
）
等
々
古
い
形
を
伝
え
て
い
る
。
「自
」
の
訓

註

「７
コ
ル
」
、
「誡
」
の

「
コ
ヽ
六
ミ
ル
」、
「衆
」
の

「
マ
シ
ハ
ル
」
等
の
読
み
方
も
特
徴
あ
る
も
の
で
あ
る
。

先
ず

『字
鏡
抄
』
の
表
記
法
は

「反
」
又
は

「切
」
自
体
の
文
字
表
記
な
く
和
訓
は
三
段
に
及
ぶ
。
『倭
玉
篇
』
の
一
類

『玉
篇
要
略
集
』

に
は
音
註
表
記
な
く
、
二
類
本
の

「弘
治
二
年
写
本
」
は
例
え
ば

「自
」
の
訓
註
に
光
長
寺
本
と
同
じ
読
み
方
が
無
い
。
『篇
目
次
第
』
の

表
記
は
反
切
の
漢
字
に
よ
る
表
記
が
詳
し
く
漢
字
の
下
に
音
註
、
訓
註
表
記
が
並
記
さ
れ
る
。
第
二
類
本
の

『音
訓
篇
一き

は
反
切
の
表

記
が

「
…
…
伝
」
と
あ
り
訓
註
は
む
し
ろ

『字
鏡
抄
』
に
類
似
し
て
い
る
。
四
類
本

「長
享
三
年
写
本
」
も
音
註
の
下
に
反
切
の
文
字
が

見
え
な
い
。
た
だ
訓
註
部
の
読
み
方
は
光
長
寺
本
に
見
え
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
五
類
本
の

「夢
梅
本
」
は
同
義
字
が

「…
…
也
」

と
数
多
く
表
記
さ
れ

「作
」
の
音
訓

「
ｔ
」
（サ
）
の
片
仮
名
表
記
は
光
長
寺
本
に
は
な
い
。
六
類
本
の

「慶
長
中
刊
本
」
も
音
註
の
反
切

の
文
字
が
無
く
、
同
義
類
字
の
表
記
も
な
い
。
八
類
本
の

「慶
長
十
五
年
刊
本
」
も
同
様
で
あ
る
が
片
仮
名
に
濁
点
表
記
が
見
ら
れ
る
。

七
類
本
の

『類
字
韻
』
も
濁
点
表
記
が
あ
り
訓
註
部
分
が
漢
字
の
下
に
三
行
で
詳
記
さ
れ
る
。
『玉
篇
略
』
の

「姿
」
「陳
」
「誠
」
等
の
訓

註
は

一
例
を
示
す
に
過
ぎ
ず
光
長
本
と
は
異
な
る
。

三
類
本
の
室
町
中
期
写
本

『拾
篇
目
集
』
は
反
切
表
記
が
光
長
寺
本
と
類
似
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
音
註
が

『同
本
』
と
比
較
で
き
る

七
文
字
全
て
同

一
で
あ
る
。
特
に

「陳
」
を

「
キ
ャ
ク
」
と
単
独
に
読
む
の
は
当
本
だ
け
で
あ
る
。
訓
註
部
も
光
長
寺
本
と
同
じ
読
み
方

が
多
く
見
ら
れ
同
じ
系
統
の
可
能
性
を
有
し
て
い
る
と
判
ぜ
ら
れ
よ
う
。



（二
）
日
春
聖
人
断
簡
と

『倭
玉
篇
』
類
別
の
表
記
比
較

光
長
寺
文
書
Ｂ

ｏ
Ｃ
は
日
春
聖
人
真
蹟
文
書
で
あ
る
。
当
文
書
の

「上
」
「下
」
「入
」
の
詳
し
い
表
記
を
他
文
書
と
の
比
較
の
対
象
と

し
て
彼
此
研
究
し
て
み
た
が
諸
本
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
表
記
方
法
が
異
り
直
ち
に
は
論
ぜ
ら
れ
ず
、
対
象
字
数
の
多
い
米
偏
の
十
六
文
字
と

「驀
」
の
字
に
つ
い
て
日
春
文
書
Ｃ
と

『倭
玉
篇
』
類
及
び

『字
鏡
抄
』
類
を
比
較
し
て
み
た
。
以
下
に
各
辞
書
類
の
表
記
を
列
挙
し
て

み
る
事
と
す
る
。
２

）
の
日
法
文
書
の
比
較
の
時
と
同
様
、
『倭
玉
篇
』
類
は
川
瀬
氏
の
八
分
類
の
中
よ
り
特
徴
的
な
諸
本
を
選
び
比
較

対
象
と
し
て
み
た
。
文
字
の
配
列
は
日
春
文
書
に
合
わ
せ
た
。

０
　
光
長
寺
日
春
聖
人
文
書
Ｃ

蜂恰　汁″知〓子

輛秘
　
□（欧
ミ
か
）

螂拠
　
ル
た
ｙ

」打
　
ハカ
ル

一二閑
ワ
ラ

伸)

『字
鏡
抄
』
　

（天
文
本
）

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

編

ャ
‘
メ

７
シ
井

モ

ヽ
ヽ

ウ

ル

シ

子

梗 繰 精

糠 統 糖 枚

棄 粒ヲ粽  柵

ヲ

コ

シ

ヨ

メ

ア

メ

ア

ラ

イ

コ

メ

モ
チ
ノ
ョ
子

チ

マ
ヽ

ア

ハ
コ
メ

ア
ロ



日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

五
米
部

入
談
同

仇̈　灘ｍ　卦″力ヽ

シ
ラ
ケ
ョ
子

枇ヒ 粗 3一彙

い

　

『字
鏡
』
　

（世
尊
寺
本
）

第
廿
九
米
篇

サ
ム
云
索
感
反
上

峰悛
　
倖
″
ヶ
期
奸

コ
ナ

カ

キ

伊

比
頃

久
　

精

米
也

籾
採古モモナチ

字籾 ミツウウ

変的  云云

朋雑女高
字也救桜
同粽反也
也

シ
ヒ
丁
也

ウ
ル
シ
子

珊用　″】″却

ハ
ツ
７

禾

ラ

編 9

枚言言

精梗ラ

楯 ロ

粂

腐Ь盗

編

怖
行
こ
メ

ヒ
云
平
秘
反
云

呟
相

樹

レ
期
仕

或
作
麺
非

ア

ラ
封
一亀
云

如
呂
反

タ
ウ
云
徒
良
反

錫
飴
也

ソ
ウ
云
祖

送

反

、
チ

マ

ヽ

槻
作
於
儒
悧
同

（註

３２
）

ヤ
イ

コ
メ

綺
同
　
＼
濁
同

＼
締
同

飾
同
　
カ
レ
イ
ヒ

梗
同
　
＼
根
同

統
同
　
シ
ラ
ケ
ョ
子

枕
同
　
ウ
ル
シ
子

粗ヲ
クア
ミハ

クコ

サメ

粽

`ヽ程
粽 同
同
｀
、

千松
マ 同

枚糖

柵
モナ
チン
ノ云
ヨ奴
子乱
反

粽

シア同
トワ

一
一
六



帆襴
　
一
ヒエカ云一
ノ、シ比煉
ワ　
¨
い
¨
¨
米
也

繰
け
）
一冤
力反

カ
ラ
云
古
行
反
河
散
反

煽保　ウア、け″薫　イラ

ヌ
カ
　
続

同

　

ヌ
カ

第
丹
六

蛙机
　
た
な
晴
ヨ預
巾
反

粗
　廉口」確備飯中絞蹴

コ
ウ
云
戸
公
反

」私　絆米米ノ、順鵬ア「なヵス

ニ
ウ
云
　
女
救
反

に打
　
ハ
ル
カ

次米　″」喘」反シトキ

０
　
『玉
篇
要
略
集
』

米
部
第
十
七

蜂診
　
”
オ
ヵ
キ
ス

幻い
　
舞
ハ

問

　

『篇
目
次
第
』

第
二
類
本

第
二
百
三
十

一
米
部

蜂診　シサュ必猶却子

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　
（二
）

（大
永
四
年
卯
月
二
日
）

第

一
類
本

姉価
　
涎
ユチ

精

ホ
孝
ヽ
　

　

糖

″
”
　
　
　
　
粽

梗

ウ
じ
子
　
　
　
粒

巧
シ
ョ
子

棄

″
ト
キ

編
ヤロヘ
ヒメン
コ 反
メ

志
良
介
米

昔関
　
動
″
云

ソチ
ウマ
キ

」私　初弓卿コたヨ反

輛柿　， 安薇ヨ子一　一
七



日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

揉
″甥
フ
（籾
同共
）

枇

え
奸

粁

ハん
元

●

　

『音
訓
篇
立
』

第
二
十
九
米
篇

憶惨
　
倖
″
″
知
子

畔”　“〕云

靖供　幼″棘好子

第
二
類
本

崚側
　
ホ
シ
イ
ヒ

蒲
秘
切

蛙側
　鷺
叛
し
ヽ

幅休　
け
）
反

蝠柵　一″コ反メ

椰性　
知
利
元

」絆
　ヲニコなコメ

蜂循
　
ア
メ

シ
一ム

次木
　
涎
ほ
いヒ

ア

ワ

蜂牡
　
殉
ノ、ゥ坂
メ

モ
チ
ノ
ョ
子

〕杯
　
″
つ
一ヽ

端硼
　障チ
イ
ノ
ョ子

叫
仙
　
一
ヒエカ云
ナ
　
ノ、シシ
な
け
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅
釈

　
¨
″
一
つ
ヌ
一
ゥ
云

昔国
勇
一ム
（第
丹
六
高
篇
）

ω

　

『拾
篇
目
集
』
　

（玉
篇
拾
篇
集
）

米
第
丹

第
三
類
本

蜂循
雛柳則

粗

枚

甲

一　
一
八

（」杯
　
同
上
俗
）

統

アせ山
ラン串
ヒ反切

子

釉|タ 粂

シシ古
卜反滋
キ 切

櫻
チソ予
マウ貢
キ反切



枇  籾

粽
チソ
マウ
キ反

」打
　
ハカ
ル

責早（　
ヮ
ラ

０

　

『和
玉
篇
上
』

惨

コ
方
ケ

輛佛
　
資
バ

螂仙　′ヽヌシ”け

藁多
ワ

０

　

『和
玉
篇
』

米
百
五

路疹
　
コ
ナ
カ
キ

輛僻
　
た
バ

（米
沢
文
庫
本
）

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

枚蛙側
　
ホ
シ
イ

（一
一）

〓
、　
　
　
　
　
　
　
　
精

７
γ
　
　
　
　
　
　
　
糖

ア
メ

ヒ
反

ハ
ツ
テ

シ
ヒ
ナ

靖供　材”ン癒

（長
享
三
年
八
月
日
）

第
四
類
本

」秋
　
ヲ
コ
シ
コ
メ

蜂彊
　
ア
メ

第
四
類
本

釜
り

柵

モ
す

ヌ

蛙循
　
ア
メ

精

ホ
γ

靖供
ウ
ル
シ
子

楽晨

輌価
　
責
ル
ノ
ノ

纏
体
チ
マ
キ

中”　″〃””メ

次本
　
シ
ト
キ

検

チ
軍

粽

同
上

粽

同
一
一
九



日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

ffir
,\7 y
'yh4
,it

ω

　

『倭
玉
篇
』
夢
梅
本

米

一
百
九
十
七

一欄　螂
椿】

瞭呻
はほ］月マキ

粋　［ｍ岬池

禾
第

一
百
五

コ
ウ
　
禾
稗
也

童呆
　
″
呼
彰
齢

υ
　
慶
長
中
刊

（安
田
文
庫
蔵
）

米
部
百
十
二

第
五
類
本

精

椛
幼
イ
ヒ
格

鯛
上

第
六
類
本

幅供
　
ウ
ル
シ
子

糎 多

亦不ウ

作粘ル

杭稽シ

子

ライξ
シ

祭シ相手
米 卜餅季
也ギ

粒 ;

サル
リス

メメ

糖 多 枚 ξ

ア餡   シ拒
メ也    ヨ |

粧
螂也ノレ臭クｔキコメ

村^　″い書

濡
絣糠略

櫻 う

裏チ蔵
米マ葉
イトキ

術̈
銅４キ 一

二
〇



』診
　
コ
ナ
カ
キ

螂仙
　
″
“
〃

０

　

『類
字
韻
』

」診
　
コ
ナ
ガ
キ
ス

籾

モ
ミ

螂仙
　
ヌ
カ

（慶
長
頃
写
）

０
　
慶
長
十
五
年
刊
本

『倭
玉
篇
』

米
　
百
七
十
六

サ

ン」診
　
コ
ナ
ガ
キ
ス

籾

―
ミ

螂仙
　
ヌ
カ

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
） 」秋

　
ヲ
コ
シ
ェ
メ

蛙硼
　
赫
″
在
詢
メ

蝙供
ウ
ル
シ
子

精

ホ
イ
、

糎

ウ
多
子

蜂仏
　
ヲ
コ
シ
ゴ
メ

蛙俯
　
ホ
シ
イ
ヽ 第

七
類
本

第
八
類
本

」私
　
ヲ
コ
シ
ゴ
メ

糖

鮨
じ

蛙価
　
モ
チ
ゴ
メ

糖

″
鬱

肺価　モ（″か多子

韓循
　
ア
メ

統

ア
Ｚ

早

蝋
傾
　
チ
マ
キ

粒

ア
曾
メ

次
本
　
シ
ト
キ

〕椰
同
上

蜂価
　
モ
チ
ゴ
メ

】杯
　
チ
マキ

」私
　
″
”
クマ
”
キ
コ
メ

棄

シ
ー

〕杯
　
チ
マキ

蜂社
　
″
”
″
”
キ
コメ

一
一
一
一



佛)

梗

ウ
ル
単

量果
同
上

光
長
寺
文
書
の
Ｂ
ｏ
Ｃ
は
日
春
聖
人
真
蹟
断
簡
で
漢
字
が
単
字
及
び
熟
語
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
「
姜

草
」
「
侵

」
等
は

『倭
玉
篇
』

の
諸
本
に
も
見
出
し
難
い
古
字
と
見
ら
れ
、
「入
」
「上
」
「下
」
「闊
」
「林
」
「僣
」
等
の
文
字
の
音
註
、
訓
註
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

片
仮
名
も
鎌
倉
期
の
表
現
法
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

日
春
Ｃ
文
書
に
は
米
偏
の
文
字
が
連
続
し
て
い
る
為
こ
れ
ら
の
文
字
と

『倭
玉
偏
』
類
の
同
文
字
の
比
較
を
、
各
辞
書
諸
本
に
表
記
あ

る
も
の
に
関
し
て
試
み
た
が
例
示
の
通
り
諸
本
の
表
記
は
各
々
特
徴
が
あ
り
、
類
似
す
る
本
と
全
く
系
統
が
異
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
次

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

幅釈
　
ウ
ル
シ
子

藁

ワ
ラ

（卿
　
百
五
十
）

『玉
篇
略
』
（倭
玉
篇
）
（享
禄
五
年
写
）

米
　
第
百
六
十
四

コ

ナ

カ

キ

沐Lヒヒ オヌ1 オリ蓼多
ハヌシ  フモ
ツカイ  ラミ
子 ラ

ζ米女言

糖多 嬬ヒ
モ
チ

ノ

コ
メ

一
一
一二

棄

シ
ー

チ

マ
キ

同フ

ル

コ
メ

棄シ粒;粽



第
に
明
ら
か
に
な
る
。
紙
数
の
都
合
に
よ
り
諸
本
各
文
字
の
比
較
を
個
別
に
詳
記
す
る
事
は
省
く
が
表
記
方
法
が
異
る
も
の
は
『字
鏡
抄
』

（天
文
本
）
『字
鏡
』
（世
尊
寺
本
）、
『倭
玉
篇
』
第

一
類
本

『玉
篇
要
略
集
』
、
第
五
類
本

『夢
梅
本
』
等
で
あ
る
。
但
し

『世
尊
寺
本
』

は
和
訓
註
自
体
は
全
て
に
類
似
し
て
お
り
同
時
代
用
語
を
示
す
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

第
四
類
本

『米
沢
文
庫
本
』
、
『長
享
三
年
本
』
第
七
類
本

『類
字
韻
』
、
第
八
類
本

『慶
長
十
五
年
刊
本
』
又

『玉
篇
略
』
の
諸
本
は
類

似
し
た
和
訓
註
部
分
も
あ
る
が

「惨
」
と
記
し

「
コ
ナ
カ
キ
」
「
コ
ナ
カ
ケ
」
「
コ
ナ
ガ
キ
ス
」
等
々
と
表
記
し

「粒
」
を

「
フ
ル
コ
メ
」

「
ク
サ
リ
コ
メ
」
「
ア
ラ
コ
メ
」
「
ス
ル
ス
ゴ
メ
」
「
フ
ル
ク
サ
キ
コ
メ
」
等
々
と
表
記
し
光
長
寺
本
と
は
異
る
部
分
で
あ
る
。
片
仮
名
の
濁

点
表
記
の
本
も
見
え
る
。

第
二
類
本

『篇
目
次
第
』
第
二
類
本

『音
訓
篇
立
』
は

「林
」
「粽
」
と
記
し

「
シ
ラ
ケ
ヨ
子
」
「イ
ク
ス
タ
」
等
が
見
え
後
者
の

「粒
」

は

「
コ
ウ
反
」
「
ア
ハ
コ
メ
」
と
見
え
る
。
「粒
」
「精
」
を

「
ホ
シ
イ
ヒ
」
「マ
シ
ヒ
」
と
す
る
な
ど
訓
註
が
類
似
す
る
も
の
は
多
い
が
音

註
に
前
者
は

「…
…
云
」
後
者
は
漢
字
で
反
切
の
切
を
表
記
す
る
。

第
六
類
本
の

『慶
長
中
刊
本
』
は

「惨
」
を

「
サ
ン
」
と
音
註
し

「
コ
ナ
カ
キ
」
と
訓
註
す
る
が
他
の
漢
字
訓
註
は
光
長
寺
文
書
に
よ

く
似
て
い
る
。
但

「精
」
を

「
ホ
シ
ヒ
コ
メ
」
「
カ
レ
イ
ヒ
」
と
記
し
異
な
る
。

第
三
類
本

『拾
篇
目
集
』
は

「嬬
」
を

「
モ
チ
イ
ノ
ョ
子
」
「精
」
を

「
マ
シ
イ
」
「粽
」
を

「チ
て
キ
」
「棄
」
を

「
シ
ト
キ
」
と
訓
註

す
る
。
「粽
」
の
字
が
見
え
な
い
の
が
残
念
だ
が
光
長
寺
本
に
表
記
が
似
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。

『倭
玉
篇
』
の
先
行
辞
書
と
し
て
の

『世
尊
寺
本
字
鏡
』
が
先
学
に
よ
り
挙
げ
ら
れ
て
い
る
事
は
既
に
述
べ
た
が
日
春
文
書
と
の
比
較

の
結
果
に
於
て
は
訓
註
に
よ
く
似
た
部
分
は
あ
る
も
の
の
表
記
方
法
は
全
く
異
る
事
が
解

っ
た
。
更
に

『音
訓
篇
工ま

の
表
記
は

『世
尊

寺
本
字
鏡
』
の
系
統
を
引
い
て
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
山
田
忠
雄
氏
の
学
説
が
あ
り
、
両
本
の
構
成
は
三
巻
本
で
篇
目
が

一
致

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〓
一



日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一四

す
る
為
に

『本
朝
書
籍
目
録
』
に
見

′え
る

『仮
名
玉
篇
三
巻
』
は

『音
訓
篇
立
』
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
を
表
明
さ
れ
た
。

日
春
文
書
の
米
偏
の

一
連
の
漢
字
に
関
し
て
訓
註
部
に
類
似
点
が
含
ま
れ
る
が

「…
…
云
」
の
音
註
表
記
は
日
法
文
書
に
も
無
く
こ
れ
ら

の
比
較
に
関
す
る
限
り

『倭
玉
篇
』
の
先
行
辞
書
の
可
能
性
は
あ
る
と
し
て
も

『仮
名
玉
篇
』
を
指
す
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

光
長
寺
文
書
Ａ

・
Ｂ

ｅ
Ｃ
に
関
し

『倭
玉
篇
』
類
の
諸
本
と
の
表
記
比
較
に
於
て
は
第
二
類
本

『拾
篇
目
集
』
が
最
も
近
い
辞
書
で
あ

る
事
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

五
、
宗
祖
御
遺
文
と

『拾
篇
目
集
』
の
人
口
表
記

（
一
）
　

『拾
篇
目
集
』
に
あ
る
日
本
人
口
記
事

『拾
篇
目
集
』
の
下
巻
最
終
部
分
は

「曲
」
第
二
百
四
十
二
の
後
に
雑
集
部
が
続
き

「拾
篇
目
集
下
」
と
記
さ
れ
る
。
そ
し
て
次
の
頁

に
数
字
の

「
一
」
よ
り
始
ま
る
十
迄
の
数
字
と
数
字
に
関
連
す
る
漢
字
が
並
び

「松
茸
」
「
口
斎
」
蟹
ピ

「枕
」
「碁
」
「綱
首
」
「大
綱
」

「逃
」
「逮
」
「進
」
の
文
字
で
こ
の
頁
が
終
る
。
次
頁
上
よ
り

一
行
に
次
の
よ
う
な
男
女
の
人
口
数
が
見
え
る
。

「男
十
九
億
四
千
八
百
廿
八
回
、
女
二
十
五
億
九
万
四
千
八
百
汁

一
口
」

そ
し
て
そ
の
後
に

「迫
」
「週
」
「返
」
「運
」
「早
乙
姫
」
「利
根
」
「師
」
の
文
字
が
続
き
最
終
行
に

「折
紙
五
十
五
」
と
あ
り
下
巻
全

て
が
終
る
。
下
巻
丁
数
で
あ
る
。
日
本
の
人
口
数
と
思
わ
れ
る

一
行
の
こ
の
数
字
の
文
字
は
そ
れ
以
前
の
下
巻
の
筆
者
と
同
じ
手
で
書
か

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
れ
ば
こ
の
記
録
は
注
目
に
値
す
る
。

億
の
単
位
は
今
日
の
億
単
位
で
は
な
く
当
時
は

「
一
、
十
、
百
、
千
、
万
、
億
、
兆
、
京
、
咳
…
…
」
と
数
え
た
中
で
十
万
の
単
位
に



当
る
。
今
日
の
数
字
の
単
位
に
合
わ
せ
れ
ば

「男
は
百
九
十
万
四
千
八
百
二
十
八
日
、
女
は
二
百
五
十
九
万
四
千
八
百
三
十

一
口
」
と
言
う
事
に
な
る
。

写
真『拾

篇
目
集
』
下
巻
末
尾
部
分

（二
）
　

日
本
の
人
口
数
の
古
記
録

上
世
、
中
世
の
我
国
の
人
口
数
の
確
た
る
統
計
は
見
る
事
が
で
き
な
い
。
人
口
問
題
研
究
学
者
に
よ
れ
ば
奈
良
時
代
人
口
に
信
憑
す
べ

き
資
料
は
絶
無
と
言
っ
て
よ
い
と
し
て
い
る
。
『日
本
書
紀
』
に
は
崇
神
天
皇
十
二
年

（八
六
）
二
月
口
調
査
の
記
事
が
見
え
る
他
、
天
智

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　
（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一五



日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一六

天
皇
九
年

（六
七
〇
）
全
国
的
戸
籍
作
成
の
記
事
も
見
え
る
が
具
体
的
数
字
は
未
だ
見
出
す
事
は
で
き
な
い
。

『日
本
長
期
統
計
総
覧
』
１
に
は
推
古
天
皇
の
十
八
年

（六

一
〇
）
に
行
わ
れ
た
調
査
と
し
て
人
口
四
九
八
万
八
八
四
二
人
、
男

一
九

九
万
四
〇

一
八
人
、
女
は
二
九
九
万
四
八
二
四
人
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
根
拠
は
総
務
庁
統
計
局
に
聞
い
て
も
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し

こ
れ
は
松
井
輝
星
著

『官
山
石
初
編
』
巻
の
二
に
引
用
さ
れ
る

『太
子
博
』
よ
り
出
た
数
字
ら
し
い
。
『太
子
博
』
な
る
原
本
は
後
世
の
俗

書
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

次
に

『運
歩
色
葉
集
』
巻
第
上
第

一
冊
の
未
尾
に
見
え
る
人
口
数
と
男
子
の
数
、
女
子
の
数
の
個
々
に
記
さ
れ
る
人
口
数
で
あ
る
。
「行

基
菩
薩
所
固
也
」
と
記
事
中
に
見
え

「男
数
十
九
億
九
万
四
千
八
百
廿
八
人
女
数
廿
九
億
四
千
八
百
廿
人
也
又
日
男
子
十
九
億
九
万
四
千

八
人
也
女
人
廿
五
億
九
萬
四
千
八
百
三
十
四
人
也
」
と
あ
り
更
に
第

一
冊
の
女
子
数

「廿
九
億
九
万
四
千
八
百
丹
四
人
也
」
第
二
冊
の
男

子
数

「十
九
億
九
万
四
千
八
百
廿
八
人
也
又
日
十
九
億
九
万
四
千
八
人
也
」
と
あ
る
。

『績
教
訓
抄
』
第
十
三
冊
の
文
永
第
七
歳
庚
午
に
も
行
基
の
同
図
を
引
用
し
た
ら
し
い
人
口
数
字
が
見
え
る
が
数
値
が
合
わ
ず
疑
間
が

あ
る
。『績

日
本
紀
』
に
行
基
の
行
状
は
種
々
見
え
る
が

『行
基
年
譜
』
安
元
元
年

（
一
一
七
五
）
に
著
さ
れ
た
も
の
が
基
礎
と
な
り

『行
基

大
菩
薩
行
状
記
』
が
室
町
時
代
に
著
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

人
口
数
が
見
え
る
の
は

『年
譜
』
で
は
な
く

『行
状
記
』
で
あ
る
。
「男
は
十
九
億
四
千
八
十
二
人
、
女
は
二
十
五
億
九
万
八
百
十

一

人
、
都
合
四
十
五
億
八
万
四
千
八
百
九
十
二
人
」
と
あ
る
。
し
か
し
実
際
の
合
計
数
は
四
十
四
億
九
万
四
千
八
百
九
十
二
人
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
九
万
人
の
差
が
見
ら
れ
る
。

『日
本
人
口
史
之
研
究
』
の
著
者
高
橋
梵
仙
氏
は

『拾
芥
抄
』
の

「大
日
本
國
固
、
行
基
菩
薩
所
固
也
、
…
…
」
と
い
う
記
事
に
よ
り



『南
謄
部
州
大
日
本
國
正
統
固
に
し
て
も

『行
基
式
目
』
に
し
て
も
後
人
が
偽
作
し
た
も
の
と
述
べ
て
い
る
。

『類
衆
名
物
考
』
巻
二
百
二
十
五
、
「政
事
部
七
」
宇
多
天
皇

（後
宇
多
）
弘
安
年
間
の
記
に

「人
民
の
数
、
四
拾
九
億
九
万
四
千
八
百

二
十
八
人
、
内
男
十
九
億
九
万
四
千
八
百
二
十
八
人
、
女
二
十
九
億
九
万
四
千
八
百
三
十
人
」
と
見
え
る
。

こ
れ
は
実
際
に
合
計
す
る
と
四
十
九
億
八
万
九
千
六
百
五
十
八
人
と
な
る
。
し
か
し
本
書
は
成
立
が
新
し
く
出
典
も
不
明
で
あ
る
。

『日
本
略
記
』
は
室
町
時
代
の
成
立
と
言
わ
れ
る
が

「男
子
ハ
十
九
億
二
万
四
千
八
百
廿
八
人
ア
リ
女
子
ハ
二
十
九
億
三
万
六
千
八
百
三
十

一
人
ア
リ
」
と
見
え
る
。
こ
れ
も
出
典
は
不
明

で
あ
る
。

更
に

『千
葉
県
史
料
中
世
篇
』
の

一
冊
に
所
収
の

『香
取
文
書
』
は
香
取
神
官
を
始
め
県
内
所
在
の
旧
社
家
の
文
書
、
社
家
以
外
所
蔵

の
関
係
文
書
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
旧
案
主
家
文
書
の
中
の

『香
取
社
名
所
名
寄
』
に
次
の
記
録
が
あ
る
。

永
禄
五
年

（
一
五
六
二
）
の
年
号
が
あ
る
が
出
典
は
不
明
で
あ
る
。

「日
本
國
中
寺
之
数
、　
一
萬

一
千
三
十
七
所

社
之
数

ハ
、
三
千
百
三
十
三
社

人
数
ハ
、
四
十
九
億
九
萬
四
千
八
百
八
人

日
ハ
五
十

一
由
旬
三
千
四
十
里

月
ハ
五
十
由
旬
弐
千
里

星
大
サ
十
六
由
旬
四
十
里

長
阿
含
井
棲
灰
経
等
之

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一七



日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

星
大

ハ
七
百
里
、
中

ハ
五
百
里
、
少

ハ
百
廿
里

日
本
国
男
女
之
数
之
事

男

ハ
十
九
億
九
萬
四
千
八
百
廿
八
人

女

ハ
廿
九
億
九
萬
四
千
八
百
三
十
人

日
本
國
、
東

へ
三
千
八
百
七
十
五
里
、
北
南
ヱ
五
百
三
十
里
、
郡
、
六
百
三
十
四
郡
、
郷
、
三
千
七
百
三
郷
、

永
禄
五
年
壬
戌
菊
月
廿
四
日
」

（こ
の
記
録
も
人
口
の
合
計
が
合
わ
な
い
。
男
女
数
の
合
計
を
す
る
と
四
十
九
億
八
萬
九
千
六
百
五
十
八
人
で
あ
る
。
）

（三
）

宗
祖
御
遺
文
に
示
さ
れ
る
日
本
男
女
人
口
数

宗
祖
の
御
遺
文
に
当
時
の
日
本
の
男
女
の
人
口
が
何
ケ
所
も
記
さ
れ
て
い
る
事
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
人
口
の
研
究
書

に
於
て
も
紹
介
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
が

「
に
わ
か
に
信
ず
る
を
得
な
い
。」
と
か

「如
何
な
る
資
料
に
基
い
て
こ
の
数
字
を
示
し
た
か
全
く

不
明
で
あ
る
が
全
然
虚
偽
で
も
な
い
様
に
思
わ
れ
る
。」
等
の
論
述
で
終

っ
て
い
る
。

今
試
み
に
宗
祖
の
記
さ
れ
た
人
口
に
つ
い
て
年
代
順
に
そ
の
数
字
を
列
記
し
て
見
る
事
と
す
る
。

◎
弘
安
二
年
■

一
一七
九
Ｙ
一月
二
日
（身
延
曽
存
　
写
　
平
賀
本
）

『日
眼
女
繹
迦
佛
供
養
事
』



此
日
本
に
は
男
は
十
九
億
九
萬
四
千
八
百
二
十
八
人
、

女
は
二
十
九
億
九
萬
四
千
八
百
三
十
人
也
。

…
…
二
十
九
億
九
萬
四
千
八
百
三
十
人
の
女
の
…
…

実
際
合
計

回
囲

周

口

田

目

□

囚

◎
弘
安
二
年

（
一
二
七
九
）
五
月
二
日

（写
平
賀
本
）

『新
池
殿
御
消
息
』

（日
本
国
の
男
女
四
十
九
億
九
萬
四
千
八
百
二
十
八
人
ま
し
ま
す
が
…
…
）

◎
弘
安
二
年

（
一
二
七
九
）
八
月
十
七
日

（写
朝
師
本
）

『曽
谷
殿
御
返
事
』

（今
日
本
の
人
々
四
十
九
億
九
萬
四
千
八
百
三
十
八
人
の
男
女
…
…
）

◎
弘
安
三
年

（
一
二
八
〇
）
正
月
二
十
七
日

（写
朝
師
本
）

『秋
元
御
書
』
（定
本
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（朝
師
写
本
）

一．轍一ノ、ノ、四一̈赫一い̈』一̈一一̈̈
］＊

◎
弘
安
三
年

（
一
二
八
〇
）
十
月
二
十
四
日

（真
蹟
）

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

日

圏

日

開

園

闇

Ｈ

目

日

困

幽
一
二
九



日
法
聖
人
文
書
の
研
究
　
（二
）

（註
５‐
）

『上
野
殿
母
尼
御
前
御
返
事
』

（日
本
國
の
男
女
の
数
四
十
九
億
九
萬
四
千
八
百
二
十
八
人
候
）

◎
弘
安
三
年

（
一
二
八
〇
）
十
二
月
十
八
日

（真
蹟
完
中
山
）

『智
抄
房
御
返
事
』

（今
日
本
國
の
四
十
五
億
八
萬
九
千
六
百
五
十
九
人
の
一
切
衆
生
…
…
）

◎
弘
安
三
年

（
一
二
八
〇
）
十
二
月

（真
蹟
第

一
六
～
四
七
紙
大
石
寺
）

『諫
暁
八
幡
抄
』

日
本
國
四
十
九
億
九
萬
四
千
八
百
二
十
八
人
の
一
切
衆
生

（真
蹟
に
は
宗
祖
自
身
加
筆
さ
れ
或
云
と
し
て
）

近
く
は
日
本
國
四
十
九
億
九
萬
四
千
八
百
二
十
八
人
は
八
幡
大
菩
薩
の
子
也

◎
弘
安
四
年

（
一
二
八

一
）
五
月
二
十
六
日

（延
山
録
外
）

『
八
幡
宮
造
営
事
』

一
三
〇



日 四 四 日
本 十 十 本
国 五 五 國
ノ 億 億 四
四 八 八 十
十 萬 萬 五

層 摯 摯 員
八 六 六 萬
萬 百 百 九
九 五 五 千
千 十 十 六
六 九 九 百
百 人 人 五
五 の ノ 十
十 人 天 九
九 々 ま 人
人 の ほ 男
の 天 り 女
一 に : を
切 も 三 ば
衆 捨
生 て
: :

◎
弘
安
四
年

（
一
二
八
一
）
間
七
月

一
日

（写
興
師
本
）

『曽
谷
二
郎
入
道
殿
御
報
』

人
数
ハ
四
十
五
億
八
萬
九
千
六
百
五
十
九
人
或

ハ
云
ク

四
十
九
億
九
萬
四
千
八
百
二
十
八
人
也
寺

ハ
一
萬

一
千
三
十
七
所
、
社
は
三
千

一
百
三
十
二
社
臭

日
本
国
の

一
切
衆
生
雖
衆
多
不
過

四
十
五
億
八
萬
九
千
六
百
五
十
九
人
。

◎
弘
安
四
年

（
一
二
八

一
）
八
月
八
日

（真
蹟
身
延
曽
存
）

『光
日
上
人
御
返
事
』
（定
本
）

一］』榊̈
］一】睛〔議れ一轟［】一〔颯̈
に一いな」……一

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

（朝
師
写
本
）

厠

日

日

間

四

困

日

囲

一
一一〓



一
一一一二

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

◎

（建
長
六
年
系
年
の

『問
答
抄
』
に
も
人
口
数
が
見
え
る
が
今
は
採
用
せ
ず
。
）

宗
祖
の
示
さ
れ
る
人
口
は
弘
安
二
年
の

『日
眼
女
繹
迦
佛
供
養
事
』
と

『秋
元
御
書
』
に
男
女
別
数
字
が
見
え
合
計
人
口
を
示
さ
れ
る

例
が
多
い
。
但
し
合
計
人
口
に
も
四
種
類
あ
る
事
が
解
る
。
し
か
し

『秋
元
御
書
』
及
び

『光
日
上
人
御
返
事
』
の
数
字
は
御
真
蹟
が
無

く
縮
冊
遺
文
と
朝
師
写
本
と
数
値
が
異
り
、
朝
師
写
本
の
方
の
数
字
を
取
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
と
弘
安
三

年
十
二
月
の

『諫
暁
八
幡
抄
』
迄
は
宗
祖
は
四
十
九
億
九
萬
四
千
八
百
二
十
八
人
と
記
さ
れ
同
御
書
中
に
宗
祖
自
ら
加
筆
註
書
し
て

「日

本
紀
に
云
く
」
と
せ
ら
れ
四
十
五
億
八
万
九
千
六
百
五
十
九
人
と
並
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
後
は
こ
の
数
値
を
用
い
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る

（『曽
谷
二
郎
入
道
殿
御
報
』
に
は
並
記
さ
れ
て
い
る
）。
さ
れ
ば
弘
安
三
年
十
二
月
に
書
写
さ
れ
た

『八
幡
抄
』
は
同
年
十
二

月
十
八
日
の

『智
妙
房
御
返
事
』
に
註
書
後
の
数
値
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
の
御
書
以
前
、
即
ち
十
二
月
十
八
日
以
前
に
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『日
眼
女
』
御
書
に
記
さ
れ
る
男
女
別
人
口
に
類
似
の
記
録
は

『行
基
大
菩
薩
行
状
記
』
の
男
女
人
口
、
『運
歩
色
葉
集
』
の
男
女
人
口

で
あ
り
、
『類
衆
名
物
考
』
の
数
字
は
男
女
数
が
合
致
、
又

『香
取
文
書
』
も
男
女
の
数
値
が
合
致
す
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
文
書
の
出
典
は
不
明
で
い
づ
れ
も
宗
祖
よ
り
後
の
文
書
で
あ
り
前
述
の
如
く
中
に
は
偽
作
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
含

ま
れ
る
。

『香
取
文
書
』
の
男
女
合
計
数
は

「
四
十
九
億
九
萬
四
千
八
百
八
人
」
と
あ
り
宗
祖
の
当
初
の
数
値
に
比
べ
二
十
人
が
欠
け
て
い
る
の

み
で
あ
る

（実
際
に
男
女
合
計
を
す
る
と
四
十
九
億
八
萬
九
千
六
百
五
十
八
人
で
あ
る
）。
な
お
、
宗
祖
の

『秋
元
御
書
』
や

『祖
谷
二
郎

入
道
殿
御
報
』
に
引
用
せ
ら
れ
る
日
本
全
国
寺
社
数
と

『香
取
文
書
』
に
記
さ
れ
る
寺
社
数
も
合
致
し
て
お
り
出
典
が
不
明
な
の
が
惜
し



ま
れ
る
。

『運
歩
色
葉
抄
』
に
見
え
る
男
女
の
人
口
数
の
一
例
は
宗
祖
の
数
字
と
非
常
に
近
似
す
る
が
行
基
菩
薩
の

『南
謄
部
州
大
日
本
国
正
統

固
』
を
引
用
し
た
と
す
る
と
問
題
が
あ
る
。
た
だ
人
口
数
に
つ
い
て
の
例
示
に
よ
れ
ば
二
書
以
上
を
引
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
『運
歩

色
葉
抄
』
は
室
町
の
天
文
十
六
、
七
年

（
一
五
四
七
～
八
）
頃
に
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
内
容
に
引
用
書
の
多
い
事
も
よ
く
知
ら
れ
る
が

そ
の
中
に

『倭
玉
篇
』
『日
本
書
記
』
が
含
ま
れ
る
事
は
本
書
の
伝
本
の
検
討
と
共
に
今
後
の
研
究
の
材
料
と
な
ろ
う
。
『和
玉
篇
』
長
享

三
年
本

（東
大
国
語
研
究
室
蔵
）
の
大
正
影
写
本
に
は

『運
歩
色
葉
抄
』
の
中
の

『倭
玉
篇
』
の
名
目
よ
り
題
名
を
撰
ん
だ
旨
が
書
か
れ

て
い
る
。

そ
こ
で
古
辞
書

『拾
篇
目
集
』
の
記
録
に
注
目
し
て
み
る
と
男
女
別
数
字
と
合
計
数
字
比
較
は
各
々
次
の
通
り
で
あ
る
。

《男
女
別
》

『日
眼
女
』
　

男
　
十
九
億
九
萬
四
千
八
百
二
十
八
人

『拾
篇
目
集
』
男
　
十
九
億
　
　
四
千
八
百
ホ
八
日
―
―
―
―

（九
萬
人
が
欠
け
る
）

『日
眼
女
』
　

女
　
一
一十
九
億
九
萬
四
千
八
百
三
十
人

『拾
篇
目
集
』
女
　
一
一十
五
億
九
萬
四
千
八
百
汁

一
口

《合
計
数
》

『新
池
殿
』
　
　
　
四
十
九
億
九
萬
四
千
八
百
二
十
八
人

『諌
暁
八
幡
抄
』
　

（
四
計
［
嚇
］
［
は
一
け
詢
諄
一
九
人
―
∃
‐

（差
九
高
人
あ
り

『拾
篇
目
集
』
が
少
い
）

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
百
一



日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

『拾
篇
目
集
』
　

　

四
十
四
億
九
萬
九
千
六
百
五
十
九
回
Ｉ
Ｌ

（同
書
の
実
際
合
計
数
）

『日
眼
女
』
『秋
元
』
御
書
の
男
女
別
人
口
数
は

『拾
篇
目
集
』
の
数
値
と
極
め
て
近
い
事
が
解
る
。
『拾
篇
目
集
』
に
は
男
女
人
口
合

計
数
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
試
み
に
記
し
て
み
た
が
宗
祖
の
『八
幡
抄
』
に
加
筆
註
記
せ
ら
れ
た
数
値
と
丁
度
九
萬
の
差
と
な
る
。
『拾

篇
目
集
』
に
男
の
人
口
九
高
が
転
写
落
し
と
仮
定
す
る
と
両
者
の
数
値
は
同

一
と
な
る
。

四
十
九
億
九
萬
四
千
八
百
二
十
八
人
の
数
字
は

『日
眼
女
』
『秋
元
』
御
書
の
男
女
数
の
実
際
の
合
計
と
異
る
の
で
あ
る
が
宗
祖
の
計
算

違
い
で
は
な
く
何
ら
か
の
文
献
を
引
用
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『香
取
文
書
』
の
数
値
を
見
て
も
了
解
さ
れ
る
。
そ
の
後
合
計
数
の
違

い
に
不
審
を
懐
か
れ
た
も
の
か
又
何
を
参
照
せ
ら
れ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
宗
祖
は
別
の
人
口
数
を
加
筆
註
記
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

２つ
。

「
四
十
五
億
八
萬
九
千
六
百
五
十
九
人
」
の
数
字
を

『日
本
紀
』
よ
り
引
用
せ
ら
れ
た
と
見
え
る
が
今
日
伝
存
す
る

『日
本
書
紀
』
に

そ
の
数
値
を
求
め
て
も
見
出
す
事
は
で
き
な
い
。
『日
本
書
紀
』
は
本
文
の
校
定
が
む
づ
か
し
い
上
に
成
立
に
つ
い
て
は
古
写
本
が
散
在
し

論
争
多
き
文
献
で
あ
る
。
『日
本
紀
』
が

望
自紀
』
を
指
す
と
は

一
概
に
言
え
ず

『扶
桑
略
記
』
飯
豊
天
皇
の
条
に

「和
銅
五
年
上
奏
日
本

紀
載
之
」
と
あ
り

『和
銅
日
本
紀
』
（旧
日
本
紀
）
の
存
在
を
主
張
す
る
友
田
吉
之
助
氏
と

『養
老
日
本
紀
』
の
存
在
を
主
張
す
る
坂
本
太

郎
氏
の
論
争
が
あ
り

『日
本
紀
』
が
何
を
指
す
か
を
限
定
す
る
事
が
で
き
な
い
。
坂
本
氏
は

「
『日
本
紀
』
に
つ
い
て
の
観
念
の
変
幻
自
在

は
当
時
の
用
法
か
ら
出
た
も
の
」
と
し
て
お
り

『日
本
紀
』
と
称
し
て
諸
々
の
文
献
引
用
の
例
が
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
。

『日
本
書
紀
』
の
解
釈
記
録
と
言
う
べ
き

『繹
日
本
紀
』
『日
本
紀
私
記
』
に
も
日
本
の
人
口
数
は
見
え
な
い
。
た
だ

『日
本
略
記
』
に

一
三
四



宗
祖
の
数
値
と
は
異
る
が
男
女
数
の
記
録
が
あ
る
。
但
し
こ
の
文
書
は
そ
の
成
立
と
記
事
に
疑
問
点
が
多
い
。

室
町
中
期
写
本
と
言
わ
れ
る

『倭
玉
篇
』
の
一
類

『拾
篇
目
集
』
は
宗
祖
の
御
書
に
見
え
る
男
女
人
口
数
値
に
近
き
数
字
を
残
す
確
実

な
文
献
と
言
う
事
が
で
き
よ
う
。
所
謂
宗
祖
の

『日
本
紀
』
人
口
記
録
と
は
何
か
の
可
能
性
を
追
求
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が

『拾
篇
目
集
』

の
祖
本
が
鎌
倉
期
に
既
に
存
在
し
、
こ
の
数
字
も
記
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
日
春
日
法
聖
人
文
書
引
用
部
と
近
き
そ
の
辞
書
と
宗
祖
の

示
さ
れ
る
人
口
表
記
に
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
事
が
推
定
さ
れ
る
。

エハ
　
結

び

光
長
寺
文
書
Ａ
は
正
に
日
法
聖
人
真
蹟
断
簡
で
あ
る
。
光
長
寺
文
書
Ｂ
、
Ｃ
は
正
に
日
春
聖
人
真
蹟
断
簡
で
あ
る
。
Ａ
文
書
に
あ
る
九

漢
字
の
辞
書
表
記
、
Ｂ
ｏ
Ｃ
文
書
に
は
米
偏
十
六
文
字
と
菓
の
字
の
辞
書
表
記
を
古
辞
書
群
の
中
よ
り
ぬ
き
出
し
個
々
に
比
較
検
討
し
て

見
た
。
異
同
の
調
査
の
結
果
各
辞
書
の
表
記
方
法
に
は
か
な
り
の
相
違
が
あ
り
光
長
寺
文
書
は

一
つ
の
系
統
の
古
辞
書
表
記
に
非
常
に
近

い
表
記
方
法
で
あ
る
事
が
判
明
し
た
。
音
訓
表
記
、
反
切
表
記
、
片
仮
名
文
字
の
特
徴
あ
る
表
記
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
即
ち

『倭
玉
篇
』

の
一
類

『拾
篇
目
集
』
三
巻
が
注
目
す
べ
き
辞
書
で
あ
る
事
を
導
き
出
す
事
が
で
き
た
。

川
瀬

一
馬
氏
の

『倭
玉
篇
』
の
成
立
説
は
五
山
版

『大
公
益
会
玉
篇
』
の
刊
行
を
考
慮
し
南
北
朝
未
期
か
ら
室
町
極
初
期
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
基
本
は

『字
鏡
集
』
に
在
り
と
さ
れ

『玉
篇
要
略
集
』
を
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
又
、
山
田
忠
雄
氏
、
前

田
富
祓
氏
ら
は

『新
撰
字
鏡
』
『類
衆
名
義
抄
』
↓

『世
尊
寺
本
字
鏡
』
『大
公
益
会
玉
篇
』
↓

『倭
玉
篇
』
の
如
き
先
行
辞
書
の
流
れ
を

想
定
し
て
お
ら
れ
る
。
山
田
忠
雄
氏
は

『本
朝
書
籍
目
録
』
に
見
え
る

『仮
名
玉
篇
』
を

『音
訓
篇
立
』
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ

る
事
は
既
に
述
べ
て
来
た
。

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一五



日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一六

し
か
し
鎌
倉
後
期
、
南
北
朝
初
期
の
日
春
日
法
両
聖
人
文
書
に
記
さ
れ
る
辞
書
引
用
と
考
え
ら
れ
る
部
分
は

『拾
篇
目
集
』
に
近
い
表

記
で
あ
り

『玉
篇
要
略
集
』
又
は

『音
訓
篇
立
』
と
は
明
ら
か
に
相
違
が
あ
る
事
も
比
較
の
結
果
判
明
し
た
。
確
か
に

『世
尊
寺
本
字
鏡
』

は
訓
註
に
於
て
そ
の
多
数
の
表
記
の
中
に
光
長
寺
文
書
と
同
様
の
読
み
方
も
含
ま
れ
て
は
い
る
が
表
示
が
詳
細
で

『字
鏡
集
』
の
系
統
と

は
特
徴
が
全
く
異
な
る
の
で
あ
る
。

光
長
寺
文
書
と

『字
鏡
』
『倭
玉
篇
』
類
の
比
較
に
於
て

『倭
玉
篇
』
の
成
立
に
は

『拾
篇
目
集
』
の
系
統
の
本
と
密
接
な
関
係
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
慮
す
る
の
で
あ
る
。

更
に

『拾
篇
目
集
』
に
見
え
る
男
女
の
人
口
数
は
、
男
女
別
に
於
て
二
、
三
の
相
違
は
あ
る
が
、
合
計
に
於
て
は
宗
祖
の
註
記
後
の
数

値
と
九
萬
の
差
の
み
で
、
転
写
時
の
誤
記
の
可
能
性
を
考
慮
す
れ
ば
、
宗
祖
の
御
書
の
人
口
数
値
に
ほ
ぼ

一
致
す
る
事
に
も
注
目
し
て
み

た
。鎌

倉
の
往
時
の
日
本
の
男
女
の
人
口
数
が
様
々
の
文
献
、
旧
記
に
様
々
の
数
値
で
見
え
る
事
は
既
に
述
べ
た
通
り
だ
が
伝
説
の
域
を
出

な
い
も
の
や
後
世
の
転
写
本
等
が
多
く
信
頼
で
き
る
も
の
は
少
い
。
室
町
期
の
写
本
文
献
に
し
て
も
人
口
数
そ
の
も
の
の
信
憑
性
は
と
も

か
く
文
献
自
体
の
成
立
年
代
が
明
ら
か
で
人
口
数
値
が
宗
祖
御
書
と
同
様
の
も
の
は
限
ら
れ
て
い
る
事
も
解
っ
た
。
漢
和
辞
書
『倭
玉
篇
』

類
で
日
本
の
男
女
人
口
数
が
見
え
る
の
は
管
見
で
は

『拾
篇
目
集
』
の
み
で
あ
る
。
他
の
国
語
辞
書

『運
歩
色
葉
集
』
に
見
え
る
複
数
の

人
口
数
の
出
典
は
何
と
何
か
。
又
宗
祖
の
引
用
と
さ
れ
る

『日
本
紀
』
の
日
本
人
口
数
と
は
何
か
の
研
究
は
勿
論
必
要
だ
が

『拾
篇
目
集
』

の
表
記
が
鎌
倉
末
期
頃
の
光
長
寺
文
書
と
極
め
て
近
い
表
記
の
漢
和
辞
書
で
あ
る
と
い
う
具
体
性
を
兼
備
す
る
事
実
を
勘
案
す
れ
ば
同
書

の
祖
本
も
同
様
の
人
口
数
表
記
が
存
在
し
た
事
は
否
定
で
き
ず
宗
祖
の
周
辺
に
そ
れ
が
存
在
し
た
事
も
否
定
は
で
き
な
い
。

日
春
日
法
両
聖
人
の
近
辺
に
こ
の
辞
書
の
祖
本
が
存
在
し
た
可
能
性
を
考
慮
す
れ
ば

『倭
玉
篇
』
の
成
立
に
関
し
て
鎌
倉
期
の
も
の
が



伝
存
し
な
い
今
日
、
光
長
寺
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ
文
書
は
重
要
な
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち

『倭
玉
篇
』
の
成
立
に
新
た
な
可
能
性
を

加
え
る
も
の
で
あ
る
。

『本
朝
書
籍
目
録
』
に
あ
る

『仮
名
玉
篇
』
三
巻
は

『倭
玉
篇
』
の
前
進
で
あ
る
可
能
性
が
強
く
既
に
鎌
倉
期
に
は
成
立
し
て
い
た
と

推
定
し
た
い
。

『仮
名
玉
篇
』
を
顧
野
王
撰
玉
篇
二
十
巻
を
簡
略
に
し
て
仮
名
を
付
し
た
も
の
ら
し
い
と
い
う
説
も
あ
る
が
大
胆
な
推
論
で
あ
る
。
「仮

名
…
」
と
い
う
名
目
は
他
書
に
も

『仮
名
日
本
紀
』
等
が
あ
り
決
し
て
仮
名
書
き
を
表
す
の
で
な
く

「簡
潔
な
」
と
か

「明
解
な
」
と
い

う
意
味
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

光
長
寺
に
は
日
法
聖
人
書
写

『倭
漢
朗
詠
集
』
が
あ
り
詳
細
正
確
な
漢
字
の
訓
註
や
正
字
註
記
な
ど
漢
和
辞
書
を
参
照
し
て
い
る
形
跡

を
随
所
に
見
る
事
が
で
き
る
。
鎌
倉
期
の
他
文
書
の
研
究
の
継
続
に
よ
り
当
論
を
更
に
補
完
で
き
得
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註
記

註
１
　
訓
点
本
の
略
称
、
附
点
本
、
加
点
本
と
も
言
う
。
主
と
し
て
ヲ
コ
ト
点
及
び
カ
ナ
で
訓
読
を
示
し
た
本
、
訓
点
資
料
と
は
漢
文
で

書
か
れ
た
原
文
、
即
ち
漢
籍
、
国
書
経
典
の
類
に
訓
読
の
施
さ
れ
た
も
の
。
点
本
と
は
言
え
な
い
が
字
書
の
音
義
、
訓
註
も
点
本

資
料
に
準
じ
ら
れ
る
。

『訓
粘
資
料
と
訓
粘
語
の
研
究
』
遠
藤
嘉
基
著
　
中
央
図
書
出
版
社
　
昭
和
三
八
年
　
一
一
一頁

註
２
　

『国
語
学
研
究
辞
典
』
佐
藤
喜
代
治
編
　
明
治
書
院
　
昭
和
五
二
年
　
四
七
四
頁

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

一
三
七



日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一八

註
３
　
光
長
寺
蔵
古
点
本
例

（日
春

ｏ
日
法
聖
人
文
書
）

『和
漢
朗
詠
集
』
『真
言
宗
所
立
義
要
文
』
『持
戒
無
戒
抄
』
『大
般
涅
槃
経
要
文
』
『御
法
門
御
聴
書
上
』
『本
述
相
違
要
文
上
下
』

『華
厳
宗
所
立
義
要
文
』
『下
山
抄
』
（漢
文
体
）
『太
田
抄
』
『四
信
五
品
抄
』
『後
五
百
歳
合
文
』
『天
地
三
才
の
巻
』
『文
句
疏
記

要
文
』
『色
心
二
法
事
』
等

註
４
　
今
日
の
静
岡
県
沼
津
市
大
岡
　
上
石
田
地
区

註
５
　

『桂
林
学
叢
』
第
十
五
号
　
平
成
六
年
　
拙
稿

一
四
八
～

一
四
九
頁

三
島
本
覚
寺
蔵
断
簡

一
紙
三
行
、
京
都
宥
清
寺
蔵
断
簡

一
紙
十
九
行
、
本
能
寺
蔵
断
簡

一
紙
も

『御
法
門
御
聴
書
』
の
一
部
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。

註
６
　

『大
正
蔵
経
』
三
四
―
三
四
八
ａ
～
ｂ

註
７
　

『国
語
学
研
究
辞
典
』
国
語
史
辞
書
の
項
　
一
一九
二
頁

註
８
　

『古
本
節
用
集
の
研
究
』
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
紀
要
復
刻
版
　
昭
和
四
三
年
　
上
田
万
年
　
橋
本
進
吉
著

註
９
　

『本
朝
書
籍
目
録
考
証
』
和
田
英
松
著
　
明
治
書
院
　
昭
和

一
八
年
　
一
九
頁

『本
朝
書
籍
目
録
』
の
成
立
に
も
諸
説
が
あ
る
が
鎌
倉
時
代
説
が
有
力

註
１０
　

『前
掲
書
』
三
八

一
頁

註
Ｈ
　

『国
語
学
研
究
辞
典
』
倭
玉
篇
の
項

（川
瀬

一
馬
説
）
五
二
五
頁

註
１２
　

『倭
玉
篇
研
究
並
び
に
索
引
』
中
田
祝
夫
、
北
恭
昭
　
風
間
書
房
　
昭
和
四

一
年
　
解
説
文

註
１３
　

『日
本
書
誌
学
概
説
』
増
訂
版
　
川
瀬

一
馬
著
　
講
談
社
　
昭
和
四
七
年
　
一
一四
七
頁



註
１４
　

『本
邦
辞
書
史
論
叢
』
「延
徳
本
倭
玉
篇
に
つ
い
て
」
前
田
富
祓
、
「延
徳
本
倭
玉
篇
と
音
訓
篇
立
、
世
尊
寺
本
字
鏡
」
山
田
忠
雄

の
説

註
１５
　

『古
辞
書
の
研
究
』
川
瀬

一
馬
著
　
講
談
社
刊
　
昭
和
三
〇
年

註
１６
　

『倭
玉
篇
研
究
並
び
に
索
引
』
中
田
祝
夫
、
北
恭
昭
編
　
風
間
書
房
　
昭
和
四

一
年
　
解
説
文

註
１７
　

『本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
説
に
よ
れ
ば
九
十
歳

註
１８
　

『鎮
国
守
国
神
社
蔵
本
　
一二
費
類
衆
名
義
抄
』
尾
崎
知
光
編
、
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
　
昭
和
四
〇
年
　
未
刊
国
文
資
料
別
巻
二

註
１９
　

『字
鏡
抄
』
天
文
本
　
中
田
祝
夫
著

註
２０
　

『和
玉
篇
』
乾
坤
　
内
題
は

『玉
篇
要
略
集
』
大
永
四
年
卯
月
二
日

（大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
本
）
国
会
図
書
館
写
本
参
照

註
２‐
　

『倭
玉
篇
』
弘
治
二
年
本

（安
田
文
庫
蔵
）
三
巻

（『和
玉
篇
集
』
巻
第

一
、
『和
玉
篇
集
』
巻
第
二
、
『和
玉
篇
』
巻
第
下
）
古
辞

書
叢
刊
行
会
　
昭
和
五
三
年
参
照

註
２２
　

『篇
目
次
第
』
三
巻
　
内
閣
文
庫
蔵

（国
立
公
文
書
館
）
及
び

『倭
玉
篇
夢
梅
本
篇
目
次
第
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
中
田
祝
夫
、

北
恭
昭
著
　
昭
和
五

一
年
　
勉
誠
社
　
参
照

註
２３
　

『拾
篇
目
集
』
三
巻
　
室
町
中
期
写
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵

『玉
篇
拾
篇
集
』
上
、
中
、
『拾
篇
目
集
』
下
と
あ
り
、
由
利
半
左
衛

門
筆
と
あ
り

註
２４
　

『音
訓
篇
立
』
九
冊

（第
八
冊
を
欠
く
）
室
町
未
期
写
　
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵

『古
辞
書
音
義
集
成
』
「音
訓
篇
立
」
上
、
下

参
照

註
２５
　

『和
玉
篇
』
長
享
三
年
本
　
一二
巻
　
東
大
国
語
研
究
室
蔵
　
大
正
影
写
本
参
照

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一九



日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇

註
２６
　

『倭
玉
篇
』
夢
梅
本
三
巻
　
慶
長
十
年
　
東
洋
文
庫
蔵

『倭
玉
篇
　
夢
梅
本
、
篇
目
次
第
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
参
照

註
２７
　

『慶
長
古
活
字
版
』
三
巻
　
慶
長
中
刊
　
安
田
文
庫
蔵

『倭
玉
篇
』
（日
本
古
典
全
集
之
内
）
正
宗
敦
夫
編
　
日
本
古
典
全
集
刊
行

会
発
行
昭
和

一
一
年
　
参
照

註
２８
　

『類
字
韻
』
三
巻

（松
井
本
類
字
韻
）
慶
長
頃
写
　
静
嘉
堂
文
庫
蔵

『類
字
韻
、
初
辞
通
韻
』
国
立
国
会
図
書
館
蔵
写
本
参
照

註
２９
　

『慶
長
十
五
年
刊
本
』
（慶
長
庚
成
仲
春
日
）
内
閣
文
庫

（国
立
公
文
書
館
蔵
）
『倭
玉
篇
研
究
並
び
に
索
引
』
中
田
祝
夫
、
北
恭

昭
編
　
昭
和
四

一
年
　
参
照

註
３０
　

『玉
篇
略
』
三
冊
　
一早
禄
五
年
写
　
大
東
急
記
念
文
庫
蔵

『玉
篇
略

（倭
玉
篇
ｙ

古
辞
書
叢
刊
行
会
原
装
影
印
版
　
昭
和
五

一
年

参
照

註
３‐
　

『大
漢
和
辞
典
』
巻
十

一　

諸
橋
轍
次
著
　
九
五
八
頁

註
３２
　

『古
辞
書
音
義
集
成
６
』
『字
鏡

（世
尊
寺
本
と

築
島
裕
解
題
　
汲
古
書
院
　
昭
和
六
三
年
　
一
三
二
九
頁

註
３３
　

『倭
玉
篇
五
本
和
訓
集
成
』
本
文
篇
　
北
恭
昭
編
　
汲
古
書
院
　
平
成
六
年
　
六
八
九
頁

註
３４
　

『本
邦
辞
書
史
論
叢
』
「延
徳
本
倭
玉
篇
と
音
訓
篇
立

・
世
尊
寺
本
字
鏡
」
山
田
忠
雄
著
　
昭
和
四
二
年

註
３５
　

『日
本
人
口
史
之
研
究
』
第

一　
一局
橋
梵
仙
著
　
日
本
学
術
振
興
会
　
昭
和
四
六
年
　
エハ
○
頁

註
３６
　

『日
本
長
期
統
計
総
覧
１
』
日
本
統
計
協
会
編
　
昭
和
六
二
年
　
一壬

一頁

註
３７
　

『官
山
石
初
編
』
巻
の
二
　
日
本
随
筆
大
成
第
二
期
巻
四
　
一三
二
頁

註
３８
　

『運
歩
色
葉
集
』
天
文

一
六
～

一
七
年

（
一
五
四
七
～
四
八
）
成
立
、
著
者
未
詳
、
室
町
時
代
の
通
用
語
を
い
ろ
は
分
け
し
た
国

語
辞
書
、
多
方
面
の
引
用
書
あ
り

『有
林
福
田
方
』
『拾
芥
抄
』
『日
本
紀
私
記
』
『河
海
抄
』
『仮
名
文
字
遺
』
等
々
が
知
ら
れ
る
。



元
亀
二
年
本
参
照

註
３９
　

『元
亀
二
年
京
大
本
運
歩
色
葉
集
』
京
大
文
学
部
編
　
臨
川
書
店
　
昭
和
六
三
年
　
巻
第
上

一
一
八
頁
　
女
子
数
三
九
頁
　
男
子

数

一
六
九
頁

註
４０
　

『績
教
訓
抄
』
第
十
三
冊
巻
第
二
二
　
日
本
古
典
全
集
本
下
　
五
五
〇
頁

註
４‐
　

『行
基
大
菩
薩
行
状
記
』
績
群
書
類
従
　
第
八
輯

（昭
和
三
二
年
）
　

博
部
　
四
四
五
頁

註
４２
　

『拾
芥
抄
』
別
名

『拾
芥
略
要
抄
』
『略
要
抄
』
三
巻
、
和
田
英
松
氏
に
よ
れ
ば

『本
朝
書
籍
目
録
』
の
奥
書
き
に
目
録
書
写
の
年

を
永
仁
二
年

（
一
二
九
四
）
と
記
し
て
お
り
そ
れ
以
前
の
著
作
で
増
補
を
く
り
返
し
た
と
い
う
。
上
中
下
三
本
を
本
末
に
分
け
古

代
の
制
度
、
学
芸
、
習
慣
に
関
す
る
各
称
、
関
連
記
事
を
収
録
し
て
い
る
。

註
４３
　

『類
衆
名
物
考
』
三
四
二
巻
　
山
岡
浚
明
著
　
内
閣
文
庫
本
、
国
会
図
書
館
本
、
静
嘉
堂
文
庫
本
、
東
京
大
学
本
等
が
あ
る
。
和

漢
の
諸
書
を
博
捜
し
整
理
記
述
し
た
類
書
、
明
治
三
七
年
版
　
第
五
冊

註
４４
　

『日
本
略
記
』
の
記
述
は

『続
々
群
書
類
従
』
第
八
地
理
部

一
一
～

一
四
頁

註
４５
　

『千
葉
県
史
料
　
中
世
篇
　
香
取
文
書
』
千
葉
県
史
編
纂
審
議
会
編
　
昭
和
五
八
年
　
四
二
八
～
四
二
九
頁

註
４６
　

『日
本
人
口
史
の
研
究
』
高
橋
梵
仙
著

『日
本
社
会
史

・
日
本
人
口
史
』
本
庄
栄
治
郎
著

註
４７
　

『昭
和
定
本
田
蓮
聖
人
遺
文
』
第
二
巻
　
昭
和
六
三
年
　
一
六
二
五
頁

註
４８
　

『前
掲
書
』

一
六
四

一
頁

註
４９
　
　
　
〃
　
　
一
六
六
三
頁

註
５０
　
　
　
〃
　
　
一
七
三

一
頁

日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

一



日
法
聖
人
文
書
の
研
究

　

（二
）

註
５‐
　
　
　
〃
　
　
一
八

一
二
頁

註
５２
　
　
　
〃
　
　
一
八
二
六
頁

註
５３
　
　
　
〃
　
　
一
八
四
七
～

一
八
四
八
頁

註
５４
　

『日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
九
巻
　
法
蔵
館
　
昭
和
五

一
年
　
一
一
〓
一頁

註
５５
　

『昭
和
定
本
』

一
八
六
八
頁

註
５６
　

『前
掲
書
』

一
八
七
二
～

一
八
七
三
頁

註
５７
　
　
　
〃
　
　
一
八
七
八
頁

註
５８
　

『増
訂
古
辞
書
の
研
究
』
川
瀬

一
馬
著
　
昭
和
六

一
年
　
八
九

一
頁

註
５９
　

『日
本
書
紀
成
立
の
研
究
』
友
田
吉
之
助
著
　
昭
和
四
四
年

註
６０
　

『古
事
記
と
日
本
書
紀
』
坂
本
太
郎
著
　
士
口
川
弘
文
館
　
平
成
元
年

註
６‐
　

『前
掲
書
』

一
九
二
頁

註
６２
　

『新
訂
増
補
國
史
大
系
８
』
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
四
〇
年
　
所
載

註
６３
　

『日
本
略
記
』
績
々
群
書
類
従
　
第
八
地
理
部
　
一
一
頁

註
６４
　

『本
朝
書
籍
目
録
考
証
』
和
田
英
松
　
一一一八

一
頁
、
『倭
王
篇
研
究
並
び
に
索
引
』
解
説
部

一
四
二


